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(57)【要約】
【課題】比較的少量の界面活性剤を用いても且つ/又は高温でも、エマルションの様相が
透明性又はやや半透明性、好ましくは透明性の、ナノ又はマイクロエマルションの形態の
、セラミド化合物を含む安定した組成物を提供すること。
【解決手段】本発明は、(a)少なくとも1種の油、(b)HLB値が8.0～14.0、好ましくは9.0～
13.5、より好ましくは10.0～13.0の、少なくとも1種の非イオン性界面活性剤、(c)少なく
とも1種のセラミド化合物、(d)少なくとも1種の陰イオン性界面活性剤、及び(e)水を含む
、ナノ又はマイクロエマルションの形態の組成物に関する。組成物は、化粧品組成物とし
て使用することができ、使用中に優れた感触を与え、透明性又はやや半透明性であること
ができ、高温でも、経時的に安定している。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
(a)少なくとも1種の油、
(b)HLB値が8.0～14.0、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0の、少なくとも
1種の非イオン性界面活性剤、
(c)少なくとも1種のセラミド化合物、
(d)少なくとも1種の陰イオン性界面活性剤、及び
(e)水
を含む、ナノ又はマイクロエマルションの形態の組成物。
【請求項２】
　(a)の油が、植物起源の油、鉱油、合成油、シリコーンオイル及び炭化水素油からなる
群から選択される、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　(a)の油が、室温で液体の形態であるエステル油又は炭化水素油から選択される、請求
項1又は2に記載の組成物。
【請求項４】
　(a)の油が、600g/mol未満の分子量を有する油から選択される、請求項1から3のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項５】
　(a)の油の量が、組成物の総質量に対して0.1～30質量%、好ましくは0.5～20質量%、よ
り好ましくは1～10質量%の範囲である、請求項1から4のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　(b)の非イオン性界面活性剤が、
-　エチレンオキシド単位を1～60個含むポリエチレングリコール、ソルビタン、エチレン
オキシド単位を2～30個含むグリセロール、グリセロール単位を2～12個含むポリグリセロ
ールからなる群から選択される少なくとも1種のポリオールと、少なくとも1種の飽和又は
不飽和の直鎖又は分岐C8～C22アルキル鎖を含む少なくとも1種の脂肪酸とのエステルから
選択される、45℃以下の温度で流体である界面活性剤、
-　脂肪酸又は脂肪族アルコール、カルボン酸及びグリセロールの混合エステル、
-　糖の脂肪酸エステル及び糖の脂肪族アルコールエーテル、
-　グリセロールの脂肪エステル、ソルビタンの脂肪エステル及びソルビタンのオキシエ
チレン化脂肪エステル、エトキシ化脂肪エーテル及びエトキシ化脂肪エステルから選択さ
れる、45℃以下の温度で固体である界面活性剤、
-　エチレンオキシド(A)及びプロピレンオキシド(B)のブロックコポリマー、
-　ポリオキシエチレン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(C1
6～C30)エーテル、並びに
-　シリコーン界面活性剤
から選択される、請求項1から5のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　(b)の非イオン性界面活性剤が、
-　イソステアリン酸又はオレイン酸ポリエチレングリコール(8～10molのエチレンオキシ
ド)、
-　ポリエチレングリコールイソセチル、ベヘニルエーテル又はイソステアリルエーテル(
8～10molのエチレンオキシド)、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノラウリン酸又はジラウリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノ(イソ)ステアリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノオレイン酸ポリグリセリル、及び
-　グリセロール単位を3～6個含むジオレイン酸ポリグリセリル
から選択されることを特徴とする、請求項1から6のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
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　(b)の非イオン性界面活性剤が、ポリグリセリル脂肪酸エステル、好ましくは脂肪酸と
重合度が4以上のポリグリセリンを70%以上含むポリグリセリンとのエステル、好ましくは
脂肪酸と重合度が4～11のポリグリセリンを60%以上含むポリグリセリンとのエステル、よ
り好ましくは脂肪酸と重合度が5のポリグリセリンを30%以上含むポリグリセリンとのエス
テルから選択される、請求項1から7のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　(b)の非イオン性界面活性剤の量が、組成物の総質量に対して0.1～30質量%、好ましく
は0.5～20質量%、より好ましくは1～10質量%の範囲である、請求項1から8のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１０】
　(a)の油に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比が、2以下、好ましくは1.5以下、
より好ましくは1.0以下である、請求項1から9のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　(c)のセラミド化合物が、式(I):

【化１】

[式中、
　R1は、
-　飽和又は不飽和で直鎖又は分岐のC1～C50、好ましくはC5～C50炭化水素基(この基は、
任意選択により酸R7COOHによってエステル化される、1個又は複数のヒドロキシル基によ
って置換されることが可能であり、R7は、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化さ
れた、飽和又は不飽和の直鎖又は分岐C1～C35炭化水素基であり、R7基の1個又は複数のヒ
ドロキシルは、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化された、飽和又は不飽和の直
鎖又は分岐C1～C35脂肪酸によってエステル化されることが可能である)、或いは
-　R''-(NR-CO)-R'基(式中、Rは、水素原子、又はモノ若しくはポリヒドロキシル化、好
ましくはモノヒドロキシル化C1～C20炭化水素基を表し、R'及びR''は、炭化水素基であり
、それらの炭素原子の合計数は9から30の間であり、R'は二価の基である)、或いは
-　R8-O-CO-(CH2)p基(式中、R8は、C1～C20炭化水素基を表し、pは1～12で変動する整数
である)
のいずれかを表し、
　R2は、水素原子、糖類タイプの基、特に(グリコシル)n、(ガラクトシル)m又はスルホガ
ラクトシル基、サルフェート又はフォスフェート残基、ホスホリルエチルアミン基及びホ
スホリルエチルアンモニウム基から選択され、nは1～4で変動する整数であり、mは1～8で
変動する整数であり、
　R3は、水素原子、又はヒドロキシル化若しくは非ヒドロキシル化飽和若しくは不飽和C1
～C33炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシルは、無機酸又は酸R7COOHによってエ
ステル化されることが可能であり、R7は上記と同じ意味を有し、1個又は複数のヒドロキ
シルは、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミ
ン又はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能であり、n
は1～4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、R3も1個又は複数のC1～C1
4アルキル基によって置換されることが可能であり、
　R4は、水素原子、メチル基若しくはエチル基、任意選択によりヒドロキシル化された、
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飽和若しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C3～C50炭化水素基、又は-CH2-CHOH-CH2-O-R6基
を表し、R6は、C10～C26炭化水素基、又はR8-O-CO-(CH2)p基を表し、R8は、C1～C20炭化
水素基を表し、pは1～12で変動する整数であり、
　R5は、水素原子、又は任意選択によりモノ若しくはポリヒドロキシル化された、飽和若
しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C1～C30炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシル
は、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミン又
はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能であり、nは1～
4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、但し、R3及びR5が水素を表すと
き、又はR3が水素を表しR5がメチルを表すとき、R4は水素原子又はメチル基若しくはエチ
ル基を表さない。]
で表される、請求項1から10のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　R3が、C15～C26α-ヒドロキシアルキル基を表し、ヒドロキシル基が、任意選択によりC

16～C30α-ヒドロキシ酸によってエステル化される、請求項11に記載の組成物。
【請求項１３】
　(c)のセラミド化合物が、2-N-リノレオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-オ
レオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-パルミトイルアミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-ベヘノイルアミノ
オクタデカン-1,3-ジオール、2-N-[2-ヒドロキシパルミトイル]アミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3,4-トリオール、2-N-パルミトイル
アミノヘキサデカン-1,3-ジオール、及びこれらの混合物からなる群から選択される、請
求項1から12のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　(c)のセラミド化合物が、ビス(N-ヒドロキシエチル-N-セチル)マロンアミド、セチル酸
のN-(2-ヒドロキシエチル)-N-(3-セチルオキシ-2-ヒドロキシプロピル)アミド、及びN-ド
コサノイル-N-メチル-D-グルカミンから選択される、請求項1又は12に記載の組成物。
【請求項１５】
　(c)のセラミド化合物の量が、組成物の総質量に対して、0.01～20質量%、好ましくは0.
1～15質量%、より好ましくは0.1～10質量%の範囲である、請求項1から14のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１６】
　(c)のセラミド化合物に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比が、15以下、好まし
くは10以下、より好ましくは6以下である、請求項1から15のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項１７】
　(d)の陰イオン性界面活性剤が、植物起源のタンパク質又は絹タンパク質の陰イオン誘
導体、フォスフェート及びアルキルフォスフェート、カルボキシレート、スルホスクシネ
ート、アミノ酸誘導体、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、スルホ
ネート、イセチオネート、タウレート、アルキルスルホアセテート、ポリペプチド、アル
キルポリグルコシドの陰イオン誘導体、並びにこれらの混合物から選択される、請求項1
から16のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　(d)の陰イオン性界面活性剤が、タウレート又はグルタメートから選択され、好ましく
はN-ステアロイル-N-メチルタウリン酸ナトリウムである、請求項1から16のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１９】
　(d)の陰イオン性界面活性剤の量が、組成物の総質量に対して、0.01～20質量%、好まし
くは0.05～10質量%、より好ましくは0.1～5質量%の範囲である、請求項1から18のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項２０】
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　(e)の水の量が、組成物の総質量に対して、40～90質量%以上、好ましくは50～85質量%
、より好ましくは60～80質量%の範囲である、請求項1から19のいずれか一項に記載の組成
物。
【請求項２１】
　少なくとも1種の陽イオン性又は両性界面活性剤を更に含む、請求項1から20のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　濁度が、300以下、好ましくは200以下、より好ましくは100以下である、請求項1から21
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　化粧品組成物である、請求項1から22のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２４】
　請求項1から23のいずれか一項に記載の組成物を皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛又
は頭皮に適用することを特徴とする、皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛及び/又は頭皮
を処置する化粧及び非治療的方法。
【請求項２５】
　身体及び/又は顔面の皮膚及び/又は粘膜及び/又は頭皮及び/又は毛髪及び/又は爪及び/
又は睫毛及び/又は眉毛を対象とする、そのままの、又はケア製品及び/又は洗浄製品及び
/又は化粧品及び/又は化粧除去品としての、又はこれらにおける、請求項1から23のいず
れか一項に記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セラミド化合物を含む、ナノ又はマイクロエマルションの形態の組成物に関
する。特定の実施形態において、本発明は、セラミド化合物を含む、ナノ又はマイクロエ
マルションの形態の化粧品組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の角質層中に存在するセラミドは、保湿に必要な脂質バリアを形成し、肌の潤いを
維持する上で重要な役割を果たす。角質層中のセラミドは、セレブロシダーゼとして知ら
れる酵素によるセレブロシドの分解によって生成される。セラミドは、セラミダーゼとし
て知られる酵素によって部分的にフィトスフィンゴシン及びスフィンゴシンに変換される
。フィトスフィンゴシン及びスフィンゴシンは、細胞増殖及び分化の制御において重要な
役割を果たす。異なる機能を持つ6つの異なる種類のセラミドが、ヒトの皮膚の中に存在
する。
【０００３】
　しかし、セラミドは高結晶質で、その他の油成分に難溶解性であり、低温で結晶を生成
するため、セラミドを含む化粧品の長時間の安定性を確保することは困難である。
【０００４】
　水中油型(O/W)又は油中水型(W/O)エマルションは、化粧品及び皮膚科学の分野において
、特に、乳液、クリーム、トニック、セラム又は化粧水等の化粧品の調製に関連して、よ
く知られている。
【０００５】
　特に、O/Wナノ又はマイクロエマルション等の微細エマルションは、その透明性又はや
や半透明性の様相のために、特に化粧品に魅力的である。
【０００６】
　例えば、特開平09-110635号公報は、界面活性剤としてのポリグリセリル脂肪酸エステ
ルと、C10～C222-ヒドロキシ脂肪酸との組合せを使用することによって形成される微細エ
マルションを開示している。更に、特開平11-71256号公報は、ポリグリセリル脂肪酸エス
テルとベタインとの組合せを使用することによって形成される微細エマルションを開示し
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ている。
【０００７】
　しかし、セラミドを含む微細エマルションを調製するためには、一般に、大量の界面活
性剤が必要となり、使用中の安全性及び感触が損なわれてしまう。
【０００８】
　使用中の感触を優れたものにするために界面活性剤の量を減らすと、セラミドは、透明
に溶解せず、多くの場合、濁った又は不透明なエマルションとなってしまう。こうした場
合、経時的に分離及びクリーム分離が生じ、特に高温で、十分な長時間にわたる安定性を
得ることが難しい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平09-110635号公報
【特許文献２】特開平11-71256号公報
【特許文献３】米国特許第5,364,633号
【特許文献４】米国特許第5,411,744号
【特許文献５】DE4424530
【特許文献６】DE4424533
【特許文献７】DE4402929
【特許文献８】DE4420736
【特許文献９】WO95/23807
【特許文献１０】WO94/07844
【特許文献１１】EP-A-0 646 572
【特許文献１２】WO95/16665
【特許文献１３】FR-2 673 179
【特許文献１４】EP-A-0 227 994
【特許文献１５】WO94/24097
【特許文献１６】WO94/10131
【特許文献１７】EP-A-0 647 617
【特許文献１８】EP-A-0 736 522
【特許文献１９】米国特許第2,528,378号
【特許文献２０】米国特許第2,781,354号
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】Walter Noll、Chemistry and Technology of Silicones (1968)、Acade
mic Press
【非特許文献２】Downing社、Journal of Lipid Research、35巻、2060～2068頁、1994年
【非特許文献３】CTFA辞典、第3版、1982
【非特許文献４】CTFA辞典、第5版、1993
【非特許文献５】CTFA辞典、第9版、2002
【非特許文献６】Satoshi Tomomasaら、OilChemistry、37巻、11号(1988年)48～53頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、比較的少量の界面活性剤を用いても且つ/又は高温でも、エマルショ
ンの様相が透明性又はやや半透明性、好ましくは透明性の、ナノ又はマイクロエマルショ
ンの形態の、セラミド化合物を含む安定した組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の上記目的は、
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(a)少なくとも1種の油、
(b)HLB値が8.0～14.0、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0の、少なくとも
1種の非イオン性界面活性剤、
(c)少なくとも1種のセラミド化合物、
(d)少なくとも1種の陰イオン性界面活性剤、及び
(e)水
を含む、ナノ又はマイクロエマルションの形態の組成物によって実現することができる。
【００１３】
　(a)の油は、植物起源の油、鉱油、合成油、シリコーンオイル及び炭化水素油からなる
群から選択することができる。好ましくは、(a)の油は、室温で液体の形態であるエステ
ル油又は炭化水素油から選択することができる。好ましくは、(a)の油は、分子量が600g/
mol未満の油から選択することができる。
【００１４】
　(a)の油の量は、組成物の総質量に対して0.1質量%～30質量%、好ましくは0.5質量%～20
質量%、より好ましくは1質量%～10質量%の範囲であってよい。
【００１５】
　(b)の非イオン性界面活性剤は、
-　エチレンオキシド単位を1～60個含むポリエチレングリコール、ソルビタン、エチレン
オキシド単位を2～30個含むグリセロール、グリセロール単位を2～12個含むポリグリセロ
ールからなる群から選択される少なくとも1種のポリオールのエステルと、少なくとも1種
の飽和又は不飽和の直鎖又は分岐C8～C22アルキル鎖を含む少なくとも1種の脂肪酸とのエ
ステルから選択される、45℃以下の温度で流体である界面活性剤、
-　脂肪酸又は脂肪族アルコール、カルボン酸及びグリセロールの混合エステル、
-　糖の脂肪酸エステル及び糖の脂肪族アルコールエーテル、
-　グリセロールの脂肪エステル、ソルビタンの脂肪エステル及びソルビタンのオキシエ
チレン化脂肪エステル、エトキシ化脂肪エーテル及びエトキシ化脂肪エステルから選択さ
れる、45℃以下の温度で固体である界面活性剤、
-　エチレンオキシド(A)及びプロピレンオキシド(B)のブロックコポリマー、
-　ポリオキシエチレン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(C1
6～C30)エーテル、並びに
-　シリコーン界面活性剤
から選択することができる。
【００１６】
　(b)の非イオン性界面活性剤は、
-　イソステアリン酸又はオレイン酸ポリエチレングリコール(8～10molのエチレンオキシ
ド)、
-　ポリエチレングリコールイソセチル、ベヘニルエーテル又はイソステアリルエーテル(
8～10molのエチレンオキシド)、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノラウリン酸又はジラウリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノ(イソ)ステアリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノオレイン酸ポリグリセリル、及び
-　グリセロール単位を3～6個含むジオレイン酸ポリグリセリル
から選択することが好ましい。
【００１７】
　(b)の非イオン性界面活性剤は、ポリグリセリル脂肪酸エステル、好ましくは脂肪酸と
重合度が4以上のポリグリセリンを70%以上含むポリグリセリンとのエステル、好ましくは
脂肪酸と重合度が4～11のポリグリセリンを60%以上含むポリグリセリンとのエステル、よ
り好ましくは脂肪酸と重合度が5のポリグリセリンを30%以上含むポリグリセリンとのエス
テルから選択することができる。
【００１８】
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　(b)の非イオン性界面活性剤の量は、組成物の総質量に対して0.1質量%～30質量%、好ま
しくは0.5質量%～20質量%、より好ましくは1質量%～10質量%の範囲であってよい。
【００１９】
　(a)の油に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比は、2以下、好ましくは1.5以下、
より好ましくは1.0以下であってよい。
【００２０】
　(c)のセラミド化合物は、次式(I)によって表すことができる:
【００２１】
【化１】

【００２２】
[式中、
　R1は、
-　飽和又は不飽和で直鎖又は分岐のC1～C50、好ましくはC5～C50炭化水素基(この基は、
任意選択により酸R7COOHによってエステル化される、1個又は複数のヒドロキシル基によ
って置換されることが可能であり、R7は、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化さ
れた、飽和又は不飽和の直鎖又は分岐C1～C35炭化水素基であり、R7基の1個又は複数のヒ
ドロキシルは、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化された、飽和又は不飽和の直
鎖又は分岐C1～C35脂肪酸によってエステル化されることが可能である)、或いは
-　R''-(NR-CO)-R'基(式中、Rは、水素原子、又はモノ若しくはポリヒドロキシル化、好
ましくはモノヒドロキシル化C1～C20炭化水素基を表し、R'及びR''は、炭化水素基であり
、それらの炭素原子の合計数は9から30の間であり、R'は二価の基である)、或いは
-　R8-O-CO-(CH2)p基(式中、R8は、C1～C20炭化水素基を表し、pは1～12で変動する整数
である)
のいずれかを表し、
　R2は、水素原子、糖類タイプの基、特に(グリコシル)n、(ガラクトシル)m又はスルホガ
ラクトシル基、サルフェート又はフォスフェート残基、ホスホリルエチルアミン基及びホ
スホリルエチルアンモニウム基から選択され、nは1～4で変動する整数であり、mは1～8で
変動する整数であり、
　R3は、水素原子、又はヒドロキシル化若しくは非ヒドロキシル化飽和若しくは不飽和C1
～C33炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシルは、無機酸又は酸R7COOHによってエ
ステル化されることが可能であり、R7は上記と同じ意味を有し、1個又は複数のヒドロキ
シルは、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミ
ン又はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能であり、n
は1～4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、R3も1個又は複数のC1～C1
4アルキル基によって置換されることが可能であり、
　R4は、水素原子、メチル基若しくはエチル基、任意選択によりヒドロキシル化された、
飽和若しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C3～C50炭化水素基、又は-CH2-CHOH-CH2-O-R6基
を表し、R6は、C10～C26炭化水素基、又はR8-O-CO-(CH2)p基を表し、R8は、C1～C20炭化
水素基を表し、pは1～12で変動する整数であり、
　R5は、水素原子、又は任意選択によりモノ若しくはポリヒドロキシル化された、飽和若
しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C1～C30炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシル
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は、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミン又
はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能であり、nは1～
4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、但し、R3及びR5が水素を表すと
き、又はR3が水素を表しR5がメチルを表すとき、R4は水素原子又はメチル基若しくはエチ
ル基を表さない。]
【００２３】
　上式(I)中、R3は、C15～C26α-ヒドロキシアルキル基を表し、ヒドロキシル基は任意選
択によりC16～C30α-ヒドロキシ酸によってエステル化されることが好ましい。
【００２４】
　(c)のセラミド化合物は、2-N-リノレオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-オ
レオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-パルミトイルアミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-ベヘノイルアミノ
オクタデカン-1,3-ジオール、2-N-[2-ヒドロキシパルミトイル]アミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3,4-トリオール、2-N-パルミトイル
アミノヘキサデカン-1,3-ジオール、及びこれらの混合物からなる群から選択されること
が好ましい。
【００２５】
　また、(c)のセラミド化合物は、ビス(N-ヒドロキシエチル-N-セチル)マロンアミド、セ
チル酸のN-(2-ヒドロキシエチル)-N-(3-セチルオキシ-2-ヒドロキシプロピル)アミド及び
N-ドコサノイル-N-メチル-D-グルカミンから選択されることも好ましい。
【００２６】
　(c)のセラミド化合物の量は、組成物の総質量に対して0.01質量%～20質量%、好ましく
は0.1質量%～15質量%、より好ましくは0.1質量%～10質量%の範囲であってよい。
【００２７】
　(c)のセラミド化合物に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比は、15以下、好まし
くは10以下、より好ましくは6以下であってもよい。
【００２８】
　(d)の陰イオン性界面活性剤は、植物起源のタンパク質又は絹タンパク質の陰イオン誘
導体、フォスフェート及びアルキルフォスフェート、カルボキシレート、スルホスクシネ
ート、アミノ酸誘導体、アルキルサルフェート、アルキルエーテルサルフェート、スルホ
ネート、イセチオネート、タウレート、アルキルスルホアセテート、ポリペプチド、アル
キルポリグルコシドの陰イオン誘導体、並びにこれらの混合物から選択することができる
。
【００２９】
　(d)の陰イオン性界面活性剤は、タウレート又はグルタメート、好ましくはN-ステアロ
イル-N-メチル-タウリン酸ナトリウムから選択されることが好ましい。
【００３０】
　(d)の陰イオン性界面活性剤の量は、組成物の総質量に対して、0.01～20質量%、好まし
くは0.05～10質量%、より好ましくは0.1～5質量%の範囲とすることができる。
【００３１】
　(e)の水の量は、組成物の総質量に対して、40～90質量%以上、好ましくは50～85質量%
、より好ましくは60～80質量%の範囲とすることができる。
【００３２】
　本発明の組成物は、少なくとも1種の陽イオン性又は両性界面活性剤を更に含むことが
好ましい場合がある。
【００３３】
　本発明の組成物は、300以下、好ましくは200以下、より好ましくは100以下の濁度を有
することが好ましい。
【００３４】
　更に、本発明は、本発明の組成物を皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛又は頭皮に適用
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することを特徴とする、皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛及び/又は頭皮を処置する非
治療的方法にも関する。
【００３５】
　更に、本発明は、身体及び/又は顔面の皮膚及び/又は粘膜及び/又は頭皮及び/又は毛髪
及び/又は爪及び/又は睫毛及び/又は眉毛を対象とする、そのままの、又はケア製品及び/
又は洗浄製品及び/又は化粧品及び/又は化粧除去品としての、又はこれらにおける、本発
明の組成物の使用にも関する。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　鋭意検討の結果、本発明者らは、比較的少量の界面活性剤を用いても且つ/又は高温で
も、エマルションの様相が透明性又はやや半透明性、好ましくは透明性の、ナノ又はマイ
クロエマルションの形態の、セラミド化合物を含む安定した組成物を提供することが可能
であることを見出した。
【００３７】
　本発明の第1の態様は、
(a)少なくとも1種の油、
(b)HLB値が8.0～14.0、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0の、少なくとも
1種の非イオン性界面活性剤、
(c)少なくとも1種のセラミド化合物、
(d)少なくとも1種の陰イオン性界面活性剤、及び
(e)水
を含む、ナノ又はマイクロエマルションの形態の組成物である。
【００３８】
　本発明の組成物は、HLB値が8.0～14.0の非イオン性界面活性剤と陰イオン性界面活性剤
との組み合わせのために、それぞれの界面活性剤の量が比較的少なくても小さな直径を持
つ分散相を有する。
【００３９】
　セラミド化合物を含む本発明の組成物は、使用中に優れた感触を有することができ、透
明性又はやや半透明性のナノ又はマイクロエマルションの形態であることができ、高温で
も経時的に安定している。
【００４０】
　本発明の組成物は、透明性又はやや半透明性であることができるため、好ましくはロー
ション等に使用することができる。更に、分散相が細かく分散されるにつれ、本発明の組
成物は、独特な質感、潤い及び湿った感触、並びに柔軟さ増大をもたらすことができる。
更に、分散相が油相であり、1種又は複数のセラミド化合物を含む場合、分散油相は、セ
ラミド化合物のキャリヤとして機能して皮膚中へのセラミド化合物の浸透を促進できる、
又は皮膚上にセラミド化合物を分散させることができる。
【００４１】
　以下に、本発明の組成物及び本発明による化粧方法のそれぞれを、詳細に説明する。
【００４２】
(油)
　本発明の組成物は、少なくとも1種の油を含む。本明細書において、「油」は、大気圧(
760mmHg)下の室温(25℃)で液体形態の脂肪性化合物又は物質を意味する。(a)の油として
、化粧品に一般的に使用されるものを、単独で又はそれらを組み合わせて使用することが
できる。これらの油は揮発性であっても不揮発性であってもよいが、不揮発性であること
が好ましい。
【００４３】
　(a)の油は、炭化水素油、シリコーンオイル等の非極性油;植物油若しくは動物油及びエ
ステル油若しくはエーテル油等の極性油;又はそれらの混合物であってもよい。
【００４４】
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　(a)の油は、植物又は動物起源の油、合成油、シリコーンオイル及び炭化水素油からな
る群から選択することが好ましい。
【００４５】
　植物油の例として、例えば、亜麻仁油、ツバキ油、マカダミアナッツ油、トウモロコシ
油、ミンク油、オリーブ油、アボカド油、サザンカ油、ヒマシ油、紅花油、ホホバ油、ヒ
マワリ油、アーモンド油、菜種油、ゴマ油、ダイズ油、ピーナッツ油、及びそれらの混合
物を挙げることができる。
【００４６】
　動物油の例として、例えば、スクアレン及びスクアランを挙げることができる。
【００４７】
　合成油の例として、イソドデカン及びイソヘキサデカン等のアルカン油、エステル油、
エーテル油並びに人工トリグリセリドを挙げることができる。
【００４８】
　エステル油は、好ましくは、飽和又は不飽和の直鎖又は分岐のC1～C26脂肪族一酸又は
多酸の液体エステル、及び飽和又は不飽和の直鎖又は分岐のC1～C26脂肪族一価アルコー
ル又は多価アルコールの液体エステルであり、これらのエステルの合計炭素数は10以上で
ある。
【００４９】
　好ましくは、一価アルコールのエステルに関して、本発明のエステルが誘導されるアル
コール及び酸の中からの少なくとも1つは分岐状である。
【００５０】
　一酸及び一価アルコールのモノエステルのうち、パルミチン酸エチル、パルミチン酸エ
チルヘキシル、パルミチン酸イソプロピル、炭酸ジカプリリル、ミリスチン酸アルキル、
例えばミリスチン酸イソプロピル又はミリスチン酸エチル、ステアリン酸イソセチル、イ
ソノナン酸2-エチルヘキシル、イソノナン酸イソノニル、ネオペンタン酸イソデシル及び
ネオペンタン酸イソステアリルを挙げることができる。
【００５１】
　C4～C22ジカルボン酸又はトリカルボン酸及びC1～C22アルコールのエステル、並びにモ
ノ-、ジ-又はトリカルボン酸及びC4～C26非糖ジ-、トリ-、テトラ-又はペンタヒドロキシ
アルコールのエステルを用いることもできる。
【００５２】
　特に挙げることができるのは、セバシン酸ジエチル、ラウロイルサルコシン酸イソプロ
ピル、セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ビス(2-エチルヘキシル)、アジピン酸ジイ
ソプロピル、アジピン酸ジ-n-プロピル、アジピン酸ジオクチル、アジピン酸ビス(2-エチ
ルヘキシル)、アジピン酸ジイソステアリル、マレイン酸ビス(2-エチルヘキシル)、クエ
ン酸トリイソプロピル、クエン酸トリイソセチル、クエン酸トリイソステアリル、トリ乳
酸グリセリル、トリオクタン酸グリセリル、クエン酸トリオクチルドデシル、クエン酸ト
リオレイル、ジヘプタン酸ネオペンチルグリコール、ジイソノナン酸ジエチレングリコー
ルである。
【００５３】
　エステル油として、C6～C30、好ましくはC12～C22脂肪酸の糖エステル及びジエステル
を使用することができる。「糖」という用語は、アルデヒド又はケトン官能基の有り無し
で、少なくとも4つの炭素原子を含む、いくつかのアルコール官能基を含有する酸素含有
炭化水素をベースとした化合物を意味することが想起される。これらの糖は、単糖、オリ
ゴ糖又は多糖であってよい。
【００５４】
　挙げることができる適当な糖の例には、スクロース(又はショ糖)、グルコース、ガラク
トース、リボース、フコース、マルトース、フルクトース、マンノース、アラビノース、
キシロース及びラクトース、並びにそれらの誘導体、特にメチル誘導体等のアルキル誘導
体、例えばメチルグルコースが含まれる。
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【００５５】
　脂肪酸の糖エステルは、前述した糖と、直鎖若しくは分岐の飽和若しくは不飽和のC6～
C30、好ましくはC12～C22の脂肪酸とのエステル又は該エステルの混合物を含む群から特
に選択することができる。それらが不飽和である場合、これらの化合物は、1個から3個の
共役又は非共役の炭素-炭素二重結合を有することができる。
【００５６】
　この変形態様のエステルは、モノ-、ジ-、トリ-、テトラエステル及びポリエステル、
並びにそれらの混合物から選択することもできる。
【００５７】
　これらのエステルは、例えば、オレイン酸エステル、ラウリン酸エステル、パルミチン
酸エステル、ミリスチン酸エステル、ベヘン酸エステル、ヤシ脂肪酸エステル、ステアリ
ン酸エステル、リノール酸エステル、リノレン酸エステル、カプリン酸エステル及びアラ
キドン酸エステル、又はそれらの混合物、例えば、特にオレオパルミチン酸、オレオステ
アリン酸及びパルミトステアリン酸の混合エステル、並びにテトラエチルヘキサン酸ペン
タエリスリチルであってよい。
【００５８】
　より具体的には、モノエステル及びジエステル、特にスクロース、グルコース若しくは
メチルグルコースのモノ-又はジオレイン酸エステル、ステアリン酸エステル、ベヘン酸
エステル、オレオパルミチン酸エステル、リノール酸エステル、リノレン酸エステル並び
にオレオステアリン酸エステルが利用される。
【００５９】
　挙げることができる例は、Amerchol社からGlucate(登録商標)DOの名称で販売される製
品であり、これはジオレイン酸メチルグルコースである。
【００６０】
　好ましいエステル油の例として、例えば、アジピン酸ジイソプロピル、アジピン酸ジオ
クチル、ヘキサン酸2-エチルヘキシル、ラウリン酸エチル、オクタン酸セチル、オクタン
酸オクチルドデシル、ネオペンタン酸イソデシル、プロピオン酸ミリスチル、2-エチルヘ
キサン酸2-エチルヘキシル、オクタン酸2-エチルヘキシル、カプリル酸/カプリン酸2-エ
チルヘキシル、パルミチン酸メチル、パルミチン酸エチル、パルミチン酸イソプロピル、
パルミチン酸エチルヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、ラウリン酸ヘキシル、ステアリ
ン酸イソセチル、イソステアリン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、オレイン
酸イソデシル、トリ(2-エチルヘキサン酸)グリセリル、テトラ(2-エチルヘキサン酸)ペン
タエリスリチル(pentaerythrithyl tetra(2-ethylhexanoate))、コハク酸2-エチルヘキシ
ル、セバシン酸ジエチル、及びそれらの混合物を挙げることができる。
【００６１】
　エーテル油の例として、例えば、ジカプリリルエーテル及びジイソセチルエーテルを挙
げることができる。
【００６２】
　人工トリグリセリドの例として、例えば、トリミリスチン酸グリセリル、トリパルミチ
ン酸グリセリル、トリリノレン酸グリセリル、トリラウリン酸グリセリル、トリカプリン
酸グリセリル、トリカプリル酸グリセリル、トリ(カプリン酸/カプリル酸)グリセリル及
びトリ(カプリン酸/カプリル酸/リノレン酸)グリセリルを挙げることができる。
【００６３】
　シリコーンオイルの例として、例えば、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリ
シロキサン、メチルハイドロジェンポリシロキサン等の直鎖オルガノポリシロキサン;オ
クタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチル
シクロヘキサシロキサン等の環状オルガノポリシロキサン;及びそれらの混合物を挙げる
ことができる。
【００６４】
　好ましくは、シリコーンオイルは、液体ポリジアルキルシロキサン、特に液体ポリジメ
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チルシロキサン(PDMS)、及び少なくとも1つのアリール基を含む液体ポリオルガノシロキ
サンから選択される。
【００６５】
　これらのシリコーンオイルは、有機変性されてもよい。本発明にしたがって使用するこ
とができる有機変性シリコーンは、上述により定義した通りのシリコーンオイルであり、
それらの構造中に、炭化水素系基を介して結合されている1個又は複数の有機官能基を含
むシリコーンオイルである。
【００６６】
　オルガノポリシロキサンは、Walter NollのChemistry and Technology of Silicones (
1968)、Academic Pressに更に詳細に定義されている。それらは揮発性でも不揮発性であ
ってもよい。
【００６７】
　周囲温度で液体又はペースト状である直鎖又は環式シリコーン鎖を含む揮発性若しくは
不揮発性ポリジメチルシロキサン(PDMS)、具体的にはシクロヘキサシロキサン等のシクロ
ポリジメチルシロキサン(シクロメチコーン);ペンダントである、又はシリコーン鎖の末
端にあるアルキル基、アルコキシ基又はフェニル基を含むポリジメチルシロキサン(これ
らの基は、2～24個の炭素原子を有する);フェニルトリメチコーン、フェニルジメチコー
ン、フェニルトリメチルシロキシジフェニルシロキサン、ジフェニルジメチコーン、ジフ
ェニルメチルジフェニルトリシロキサン、2-フェニルエチルトリメチルシロキシシリケー
ト、及びポリメチルフェニルシロキサン等のフェニルシリコーン等の、揮発性若しくは不
揮発性シリコーンオイルを使用することができる。
【００６８】
　炭化水素油は、以下から選択することができる:
-　直鎖又は分岐の、任意選択により環式の、C6～C16低級アルカン。挙げることができる
例には、ヘキサン、ウンデカン、ドデカン、トリデカン及びイソパラフィン、例えばイソ
ヘキサデカン、イソドデカン及びイソデカンが含まれる;
-　流動パラフィン、液体ワセリン、ポリデセン及び水素化ポリイソブテン、例えばParle
am(登録商標)、並びにスクアラン等の、16個超の炭素原子を含む直鎖又は分岐炭化水素。
【００６９】
　炭化水素油の好ましい例として、例えば、直鎖又は分枝炭化水素、例えば、鉱物油(例
えば、流動パラフィン)、パラフィン、ワセリン又はペトロラタム、ナフタレン等;水素化
ポリイソブテン、イソエイコサン及びデセン/ブテンコポリマー;並びにそれらの混合物を
挙げることができる。
【００７０】
　(a)の油は、脂肪族アルコールであってもよい。「脂肪族アルコール」という用語は、
本明細書では、任意の飽和又は不飽和の直鎖又は分岐のC8～C30アルコールを意味し、任
意選択により、特に1個又は複数のヒドロキシル基(特に1～4個)で置換されているもので
ある。これが不飽和の場合、こうした化合物は1～3個の共役又は非共役の炭素-炭素二重
結合を含むことができる。
【００７１】
　C8～C30脂肪族アルコールのうち、例えば、C12～C30脂肪族アルコールを使用すること
ができる。これらのうち、ラウリルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコー
ル、イソステアリルアルコール、オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、リノレイル
アルコール、ウンデシレニルアルコール、パルミトレイルアルコール、リノレニルアルコ
ール、ミリスチルアルコール、アラキドニルアルコール、エルシルアルコール、オクチル
ドデカノール、及びこれらの混合物を挙げることができる。
【００７２】
　(a)の油は、室温で液体の形態であるエステル油又は炭化水素油から選択することが好
ましい。
【００７３】
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　(a)の油は、分子量が600g/mol未満の油から選択することも好ましい。
【００７４】
　好ましくは、(a)の油は、炭化水素短鎖又は鎖(C1～C12)を有するエステル油(例えば、
ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル、イソノナン酸イソノニル、及び
パルミチン酸エチルヘキシル)、炭化水素油(例えば、イソドデカン、イソヘキサデカン、
及びスクアラン)、分岐及び/又は不飽和脂肪族アルコール(C12～C30)型油、例えばオクチ
ルドデカノール、並びにオレイルアルコール、並びにエーテル油、例えばジカプリリルエ
ーテルのうちから選択され、低い分子量、例えば600g/mol未満の分子量を有する。
【００７５】
　本発明の組成物中の(a)の油の量は、限定されず、組成物の総質量に対して0.1質量%～3
0質量%、好ましくは0.5質量%～20質量%、より好ましくは1質量%～10質量%の範囲であって
よい。
【００７６】
(非イオン性界面活性剤)
　本発明の組成物は、少なくとも1種の特定の非イオン性界面活性剤を含む。単一のタイ
プの特定の非イオン性界面活性剤を使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプの特定の
非イオン性界面活性剤を組み合わせて使用してもよい。
【００７７】
　特定の非イオン性界面活性剤は、HLB(親水性親油性バランス)値が8.0～14、好ましくは
9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0である。2つ以上の非イオン性界面活性剤を用いる
場合、HLB値は、すべての非イオン性界面活性剤のHLB値の質量平均によって求める。
【００７８】
　HLB値が8.0～14、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0の、(b)の非イオン
性界面活性剤は、以下から選択することができる:
　(1)エチレンオキシド単位を1～60個含むポリエチレングリコール、ソルビタン、エチレ
ンオキシド単位を2～30個含むグリセロール、グリセロール単位を2～12個含むポリグリセ
ロールからなる群から選択される少なくとも1種のポリオールと、少なくとも1種の飽和又
は不飽和の直鎖又は分岐C8～C22アルキル鎖を含む少なくとも1種の脂肪酸とのエステルか
ら選択される、45℃以下の温度で流体である界面活性剤、
　(2)脂肪酸又は脂肪族アルコール、カルボン酸及びグリセロールの混合エステル、
　(3)糖の脂肪酸エステル及び糖の脂肪族アルコールエーテル、
　(4)グリセロールの脂肪エステル、ソルビタンの脂肪エステル及びソルビタンのオキシ
エチレン化脂肪エステル、エトキシ化脂肪エーテル及びエトキシ化脂肪エステルから選択
される、45℃以下の温度で固体である界面活性剤、
　(5)エチレンオキシド(A)及びプロピレンオキシド(B)のブロックコポリマー、
　(6)ポリオキシエチレン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(
C16～C30)エーテル、並びに
　(7)シリコーン界面活性剤。
【００７９】
　(1)45℃以下の温度で流体である界面活性剤は、具体的には:
-　Unichema社によってPEG400の名称で販売されている、分子量400のポリエチレングリコ
ールのイソステアレート、
-　Solvay社によって販売されている、イソステアリン酸ジグリセリル、
-　Solvay社によって販売されている、グリセロール単位を2つ含むラウリン酸グリセリル
、
-　ICI社によってSpan 80の名称で販売されている、オレイン酸ソルビタン、
-　Nikko社によってNikkol SI 10Rの名称で販売されている、イソステアリン酸ソルビタ
ン、及び
-　Ulice社によって販売されている、ヤシ油脂肪酸α-ブチルグルコシド又はカプリン酸
α-ブチルグルコシド
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であってよい。
【００８０】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用できる、(2)脂肪酸又は脂肪族アルコール、カ
ルボン酸及びグリセロールの混合エステルは、具体的には、8～22個の炭素原子を含むア
ルキル鎖を有する脂肪酸又は脂肪族アルコール、並びにα-ヒドロキシ酸及び/又はコハク
酸の、グリセロールを伴う混合エステルを含む群から選択することができる。α-ヒドロ
キシ酸は、例えば、クエン酸、乳酸、グリコール酸又はリンゴ酸、及びそれらの混合物で
あってよい。
【００８１】
　本発明のナノエマルションに使用できる混合エステルの由来となる脂肪酸又はアルコー
ルのアルキル鎖は、直鎖であっても分岐であってもよく、飽和であっても不飽和であって
もよい。これらは、特に、ステアレート、イソステアレート、リノレート、オレエート、
ベヘネート、アラキドネート、パルミテート、ミリステート、ラウレート、カプレート、
イソステアリル、ステアリル、リノレイル、オレイル、ベヘニル、ミリスチル、ラウリル
又はカプリル鎖、及びそれらの混合物であってもよい。
【００８２】
　本発明のナノエマルションに使用できる混合エステルの例として、Huls社によってImwi
tor 375の名称で販売されている、グリセロール並びにクエン酸、乳酸、リノール酸及び
オレイン酸の混合物の混合エステル(CTFA名:クエン酸/乳酸/リノール酸/オレイン酸グリ
セリル)、Huls社によってImwitor 780Kの名称で販売されている、グリセロールを伴うコ
ハク酸及びイソステアリルアルコールの混合エステル(CTFA名:コハク酸イソステアリルジ
グリセリル)、Huls社によってImwitor 370の名称で販売されている、グリセロールを伴う
クエン酸及びステアリン酸の混合エステル(CTFA名:クエン酸ステアリン酸グリセリル)、D
anisco社によってLactodan B30又はRylo LA30の名称で販売されている、グリセロールを
伴う乳酸及びステアリン酸の混合エステル(CTFA名:乳酸ステアリン酸グリセリル)を挙げ
ることができる。
【００８３】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる、(3)糖の脂肪酸エステルは
、好ましくは、45℃以下の温度で固体であり得、C8～C22脂肪酸及びスクロース、マルト
ース、グルコース又はフルクトースのエステル又はエステル混合物、並びにC14～C22脂肪
酸及びメチルグルコースのエステル又はエステル混合物を含む群から特に選択することが
できる。
【００８４】
　本発明において使用することができるエステルの脂肪単位を形成するC8～C22又はC14～
C22脂肪酸は、8～22個又は14～22個の炭素原子をそれぞれ含む、飽和又は不飽和の直鎖ア
ルキル鎖を含む。エステルの脂肪単位は、ステアレート、ベヘネート、アラキドネート、
パルミテート、ミリステート、ラウレート及びカプレート、並びにそれらの混合物から特
に選択することができる。ステアレートを使用することが好ましい。
【００８５】
　脂肪酸及びスクロース、マルトース、グルコース若しくはフルクトースのエステル又は
エステル混合物の例として、モノステアリン酸スクロース、ジステアリン酸スクロース及
びトリステアリン酸スクロース並びにそれらの混合物、例えばCroda社によってCrodesta 
F50、F70、F110及びF160の名称で販売されている製品を挙げることができ、脂肪酸及びメ
チルグルコースのエステル又はエステルの混合物の例として、Goldschmidt社によってTeg
o-care 450の名称で販売されているジステアリン酸メチルグルコースポリグリセリル-3を
挙げることができる。メチルo-ヘキサデカノイル-6-D-グルコシド及びo-ヘキサデカノイ
ル-6-D-マルトシド等のグルコース又はマルトースモノエステルも挙げることができる。
【００８６】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる(3)糖の脂肪族アルコールエ
ーテルは、45℃以下の温度で固体であり得、C8～C22脂肪族アルコール及びグルコース、
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マルトース、スクロース又はフルクトースのエーテル又はエーテル混合物、並びにC14～C

22脂肪族アルコール及びメチルグルコースのエーテル又はエーテル混合物を含む群から特
に選択することができる。これらは特にアルキルポリグルコシドである。
【００８７】
　本発明のナノエマルションにおいて使用することができるエーテルの脂肪単位を形成す
るC8～C22又はC14～C22脂肪族アルコールは、8～22個又は14～22個の炭素原子をそれぞれ
含む、飽和又は不飽和の直鎖アルキル鎖を含む。エーテルの脂肪単位は、デシル、セチル
、ベヘニル、アラキジル、ステアリル、パルミチル、ミリスチル、ラウリル、カプリル及
びヘキサデカノイル単位、並びにそれらの混合物、例えばセテアリルから特に選択するこ
とができる。
【００８８】
　糖の脂肪族アルコールエーテルの例として、例えばHenkel社によってそれぞれPlantare
n 2000及びPlantaren 1200の名称で販売されている、デシルグルコシド及びラウリルグル
コシド等のアルキルポリグルコシド、例えばSEPPIC社製の名称Montanov 68、Goldschmidt
製の名称Tego-care CG90、及びHenkel社製の名称Emulgade KE3302で販売されている、任
意選択によりセトステアリルアルコールとの混合物としてのセトステアリルグルコシド、
並びにSEPPIC社によってMontanov 202の名称で販売されている、例えばアラキジルアルコ
ール及びベヘニルアルコール及びアラキジルグルコシドの混合物の形態の、アラキジルグ
ルコシドを挙げることができる。
【００８９】
　使用される界面活性剤は、より具体的には、モノステアリン酸スクロース、ジステアリ
ン酸スクロース又はトリステアリン酸スクロース及びそれらの混合物、ジステアリン酸メ
チルグルコースポリグリセリル-3並びにアルキルポリグルコシドである。
【００９０】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる(4)グリセロールの脂肪エス
テルは、45℃以下の温度で固体であり、12～22個の炭素原子及び1～12個のグリセロール
単位を含む飽和直鎖アルキル鎖を含む少なくとも1種の酸から形成されるエステルを含む
群から特に選択することができる。これらのグリセロールの脂肪エステルを1種又は複数
、本発明において使用することができる。
【００９１】
　これらのエステルは、ステアレート、ベヘネート、アラキデート及びパルミテート、並
びにそれらの混合物から特に選択することができる。ステアレート及びパルミテートを使
用することが好ましい。
【００９２】
　本発明において使用することができる界面活性剤の例として、モノステアリン酸、ジス
テアリン酸、トリステアリン酸及びペンタステアリン酸デカグリセリル(CTFA名:ステアリ
ン酸ポリグリセリル-10、ジステアリン酸ポリグリセリル-10、トリステアリン酸ポリグリ
セリル-10、ペンタステアリン酸ポリグリセリル-10)、例えばNikko社によってそれぞれNi
kkol Decaglyn 1-S、2-S、3-S及び5-Sの名称で販売されている製品、並びにモノステアリ
ン酸ジグリセリル(CTFA名:ステアリン酸ポリグリセリル-2)、例えばNikko社によってNikk
ol DGMSの名称で販売されている製品を挙げることができる。
【００９３】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる(4)ソルビタンの脂肪エステ
ルは、45℃以下の温度で固体であり、ソルビタンのC16～C22脂肪酸エステル及びソルビタ
ンのオキシエチレン化C16～C22脂肪酸エステルを含む群から選択することができる。これ
らは、16～22個の炭素原子をそれぞれ含む少なくとも1つの飽和直鎖アルキル鎖を含む少
なくとも1種の脂肪酸と、ソルビトール又はエトキシ化ソルビトールとから形成される。
オキシエチレン化エステルは、一般に、1～100個のエチレングリコール単位、好ましくは
2～40個のエチレンオキシド(EO)単位を含む。
【００９４】
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　これらのエステルは、ステアレート、ベヘネート、アラキデート、パルミテート、及び
それらの混合物から特に選択することができる。ステアレート及びパルミテートを使用す
ることが好ましい。
【００９５】
　本発明において使用することができる上記の非イオン性界面活性剤の例として、ICI社
によってSpan 60の名称で販売されている、モノステアリン酸ソルビタン(CTFA名:ステア
リン酸ソルビタン)、ICI社によってSpan 40の名称で販売されている、モノパルミチン酸
ソルビタン(CTFA名:パルミチン酸ソルビタン)、及びICI社によってTween 65の名称で販売
されている、トリステアリン酸ソルビタン20 EO(CTFA名:ポリソルベート65)を挙げること
ができる。
【００９６】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる、(4)45℃以下の温度で固体
であるエトキシ化脂肪エーテルは、好ましくは、1～100個のエチレンオキシド単位及び16
～22個の炭素原子を含む少なくとも1つの脂肪族アルコール鎖から形成されるエーテルで
ある。エーテルの脂肪鎖は、ベヘニル、アラキジル、ステアリル及びセチル単位、並びに
それらの混合物、例えばセテアリルから特に選択することができる。挙げることができる
エトキシ化脂肪エーテルの例は、エチレンオキシド単位を5つ、10個、20個及び30個含む
ベヘニルアルコールエーテル(CTFA名:ベヘネス-5、ベヘネス-10、ベヘネス-20、ベヘネス
-30)、例えばNikko社によってNikkol BB5、BB10、BB20及びBB30の名称で販売されている
製品、並びにエチレンオキシド単位を2つ含むステアリルアルコールエーテル(CTFA名:ス
テアレス-2)、例えばICI社によってBrij 72の名称で販売されている製品である。
【００９７】
　上記の非イオン性界面活性剤として使用することができる、(4)45℃以下の温度で固体
であるエトキシ化脂肪エステルは、1～100個のエチレンオキシド単位及び16～22個の炭素
原子を含む少なくとも1つの脂肪酸鎖から形成されるエステルである。エステルの脂肪鎖
は、ステアレート、ベヘネート、アラキデート及びパルミテート単位、並びにそれらの混
合物から特に選択することができる。挙げることができるエトキシ化脂肪エステルの例は
、ICI社によってMyrj 52(CTFA名:ステアリン酸PEG-40)の名称で販売されている製品等の
、エチレンオキシド単位を40個含むステアリン酸のエステル、並びにGattefosse社によっ
てCompritol HD5 ATOの名称で販売されている製品等のエチレンオキシド単位を8個含むベ
ヘン酸のエステル(CTFA名:ベヘン酸PEG-8)である。
【００９８】
　本発明のナノエマルションにおいて界面活性剤として使用することができる、(5)エチ
レンオキシド(A)及びプロピレンオキシド(B)のブロックコポリマーは、次式(I):
　　HO(C2H4O)x(C3H6O)y(C2H4O)zH　(I)
(式中、x、y及びzは整数であり、x+zが2～100の範囲であり、yが14～60の範囲である)の
ブロックコポリマー、及びそれらの混合物、より具体的には8.0～14の範囲であるHLB値を
有する式(IV)のブロックコポリマーから特に選択することができる。
【００９９】
　本発明のナノエマルション中の界面活性剤として使用できる、(6)のポリオキシエチレ
ン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(C16～C30)エーテルは、
　PPG-6 Decyltetradeceth-30;ポリオキシエチレン(30)ポリオキシプロピレン(6)テトラ
デシルエーテル、例えばNikko Chemicals社からNikkol PEN-4630として販売されているも
の、
　PPG-6 Decyltetradeceth-12;ポリオキシエチレン(12)ポリオキシプロピレン(6)テトラ
デシルエーテル、例えばNikko Chemicals社からNikkol PEN-4612として販売されているも
の、
　PPG-13 Decyltetradeceth-24;ポリオキシエチレン(24)ポリオキシプロピレン(13)デシ
ルテトラデシルエーテル、例えばNOF社からUNILUBE 50MT-2200Bとして販売されているも
の、
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　PPG-6 Decyltetradeceth-20;ポリオキシエチレン(20)ポリオキシプロピレン(6)デシル
テトラデシルエーテル、例えばNikko Chemicals社からNikkol PEN-4620として販売されて
いるもの、
　PPG-4 Ceteth-1;ポリオキシエチレン(1)ポリオキシプロピレン(4)セチルエーテル、例
えばNikko Chemicals社からNikkol PBC-31として販売されているもの、
　PPG-8 Ceteth-1;ポリオキシエチレン(1)ポリオキシプロピレン(8)セチルエーテル、例
えばNikko Chemicals社からNikkol PBC-41として販売されているもの、
　PPG-4 Ceteth-10;ポリオキシエチレン(10)ポリオキシプロピレン(4)セチルエーテル、
例えばNikko Chemicals社からNikkol PBC-33として販売されているもの、
　PPG-4 Ceteth-20;ポリオキシエチレン(20)ポリオキシプロピレン(4)セチルエーテル、
例えばNikko Chemicals社からNikkol PBC-34として販売されているもの、
　PPG-5 Ceteth-20;ポリオキシエチレン(20)ポリオキシプロピレン(5)セチルエーテル、
例えばCroda社からProcetyl AWSとして販売されているもの、
　PPG-8 Ceteth-20;ポリオキシエチレン(20)ポリオキシプロピレン(8)セチルエーテル、
例えばNikko Chemicals社からNikkol PBC-44として販売されているもの、
　PPG-23 Steareth-34;ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンステアリルエーテル(34
 EO)(23 PO)、例えばPola Chemical Industries社からUnisafe 34S-23として販売されて
いるもの
からなる群から選択することができる。これらは、比較的短時間のうちに組成物の温度が
増減しても、長時間安定した組成物を生成することができる。
【０１００】
　ポリオキシエチレン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(C16
～C30)エーテルは、PPG-6 Decyltetradeceth-30、PPG-13 Decyltetradeceth-24、PPG-6 D
ecyltetradeceth-20、PPG-5 Ceteth-20、PPG-8 Ceteth-20、及びPPG-23 Steareth-34から
なる群から選択することができる、(15～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(5～30 PO)
アルキル(C16～C24)エーテルであることがより好ましい。
【０１０１】
　ポリオキシエチレン化(1～40 EO)及びポリオキシプロピレン化(1～30 PO)アルキル(C16
～C30)エーテルは、PPG-6 Decyltetradeceth-30、PPG-13 Decyltetradeceth-24、PPG-5 C
eteth-20、及びPPG-8 Ceteth-20からなる群から選択することができる、(15～40 EO)及び
ポリオキシプロピレン化(5～30 PO)アルキル(C16～C24)エーテルであることが最も好まし
い。これらは、長時間透明性の組成物をも生成することができる。
【０１０２】
　本発明にしたがって使用することができる(7)シリコーン界面活性剤として、米国特許
第5364633号及び米国特許第5411744号に開示されているものを挙げることができる。
【０１０３】
　上記の非イオン性界面活性剤としての(7)シリコーン界面活性剤は、好ましくは次式(I)
の化合物であってもよい:
【０１０４】
【化２】

【０１０５】
式中、
　R1、R2及びR3は、互いに独立に、C1～C6アルキル基又は基-(CH2)x-(OCH2CH2)y-(OCH2CH

2CH2)z-OR4を表し、少なくとも1つの基R1、R2又はR3はアルキル基ではなく、R4は水素、
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アルキル基又はアシル基であり、
　Aは0～200の範囲である整数であり、
　Bは0～50の範囲である整数であり、但しA及びBが同時に0であることはなく、
　xは、1～6の範囲である整数であり、
　yは、1～30の範囲である整数であり、
　zは、0～5の範囲である整数である。
【０１０６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、式(I)の化合物において、アルキル基はメチル
基であり、xは2～6の範囲である整数であり、yは4～30の範囲である整数である。
【０１０７】
　式(I)のシリコーン界面活性剤の例として、次式(II)の化合物を挙げることができる:
【０１０８】
【化３】

【０１０９】
式中、Aは20～105の範囲である整数であり、Bは2～10の範囲である整数であり、yは10～2
0の範囲である整数である。
【０１１０】
　式(I)のシリコーン界面活性剤の例として、次式(III)の化合物も挙げることができる:
　　H-(OCH2CH2)y-(CH2)3-[(CH3)2SiO]A'-(CH2)3-(OCH2CH2)y-OH　(III)
式中、A'及びyは、10～20の範囲である整数である。
【０１１１】
　使用できる本発明の化合物は、Dow Corning社によってDC 5329、DC 7439-146、DC 2-56
95及びQ4-3667の名称で販売されているものである。化合物DC 5329、DC 7439-146及びDC 
2-5695は、それぞれAが22、Bが2、yが12であり、Aが103、Bが10、yが12であり、Aが27、B
が3、yが12である式(II)の化合物である。
【０１１２】
　化合物Q4-3667は、Aが15でありyが13である式(III)の化合物である。
【０１１３】
　HLB値が8.0～14、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0～13.0の、(b)の非イオン
性界面活性剤は、以下から選択することが好ましい:
-　イソステアリン酸又はオレイン酸ポリエチレングリコール(8～10molのエチレンオキシ
ド)、
-　ポリエチレングリコールイソセチル、ベヘニルエーテル又はイソステアリルエーテル(
8～10molのエチレンオキシド)、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノラウリン酸又はジラウリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノ(イソ)ステアリン酸ポリグリセリル、
-　グリセロール単位を3～6個含むモノオレイン酸ポリグリセリル、及び
-　グリセロール単位を3～6個含むジオレイン酸ポリグリセリル。
【０１１４】
　本発明の好ましい実施形態によれば、HLB値が8.0～14、好ましくは9.0～13.5、より好
ましくは10.0～13.0の(b)の非イオン性界面活性剤は、ポリグリセリル脂肪酸エステル及
びモノ又はポリオキシアルキレン化脂肪酸エステルから選択される。
【０１１５】
　ポリグリセリル脂肪酸エステルは、脂肪酸と重合度が4以上のポリグリセリンを70%以上
含むポリグリセリンとのエステル、好ましくは脂肪酸と重合度が4～11のポリグリセリン
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を60%以上含むポリグリセリンとのエステル、より好ましくは脂肪酸と重合度が5のポリグ
リセリンを30%以上含むポリグリセリンとのエステルを含むことが好ましい。
【０１１６】
　ポリグリセリル脂肪酸エステルは、2～30個の炭素原子、好ましくは6～30個の炭素原子
、より好ましくは8～30個の炭素原子を含む飽和又は不飽和の酸、好ましくは飽和の酸、
例えばラウリン酸、オレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、カプリン酸、カプリ
ル酸、及びミリスチン酸のモノ、ジ及びトリエステルから選択することができる。
【０１１７】
　ポリグリセリル脂肪酸エステルは、ラウリン酸ポリグリセリル(PG)-4、ラウリン酸PG-5
、ジラウリン酸PG5、オレイン酸PG-5、ジオレイン酸PG-5、トリカプリル酸PG-6、ミリス
チン酸PG-5、トリミリスチン酸PG-5、ステアリン酸PG-5、イソステアリン酸PG-5、トリオ
レイン酸PG-5、カプリル酸PG-6、及びトリカプリル酸PG-6からなる群から選択することが
好ましい。
【０１１８】
　モノ又はポリオキシアルキレン化脂肪酸エステルは、1～20個のオキシアルキレン、好
ましくは3～15個のオキシアルキレン、より好ましくは8～10個のオキシアルキレンから誘
導される(ポリ)オキシアルキレン部分を有することが好ましい。
【０１１９】
　オキシアルキレン部分は、アルキレングリコール、例えばエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ペンチレングリコール、ヘキシレングリコール等
から誘導されてもよい。オキシアルキレン部分は、モル数が1～100、好ましくは2～50の
エチレンオキシド及び/又はプロピレンオキシドを含有することができる。有利には、非
イオン性界面活性剤は、いかなるオキシプロピレン単位も含まない。
【０１２０】
　モノ又はポリオキシアルキレン化脂肪酸エステルは、2～30個の炭素原子、好ましくは6
～30個の炭素原子、より好ましくは8～30個の炭素原子を含む飽和又は不飽和酸、好まし
くは飽和酸、例えばラウリン酸、オレイン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、カプリ
ン酸、カプリル酸、及びミリスチン酸のモノ及びジエステルから選択することができる。
【０１２１】
　挙げることができるモノ又はポリオキシアルキレン化脂肪酸エステルの例は、飽和又は
不飽和、直鎖又は分岐のC2～C30、好ましくはC6～C30、より好ましくはC8～C22酸とポリ
エチレングリコールのエステルを含む。
【０１２２】
　挙げることができるモノ又はポリオキシアルキレン化脂肪酸エステルの例は、ラウリン
酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸又はベ
ヘン酸のエステル及びこれらの混合物のエチレンオキシド付加物、特に8～20個のオキシ
エチレン基を含むもの、例えばラウリン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:ラウリン酸PEG-8～ラウ
リン酸PEG-20)、ミリスチン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:ミリスチン酸PEG-8～ミリスチン酸P
EG-20)、パルミチン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:パルミチン酸PEG-8～パルミチン酸PEG-20)
、ステアリン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:ステアリン酸PEG-8～ステアリン酸PEG-20)、イソ
ステアリン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:イソステアリン酸PEG-8～イソステアリン酸PEG-20)
、オレイン酸PEG-8～PEG-20(CTFA名:オレイン酸PEG-8～オレイン酸PEG-20)、ベヘン酸PEG
-8～PEG-20(CTFA名:ベヘン酸PEG-8～ベヘン酸PEG-20)を含む。
【０１２３】
　ポリグリコール脂肪酸エステルは、イソステアリン酸PEG-8、ステアリン酸PEG-8、イソ
ステアリン酸PEG-10、オレイン酸PEG-10、PEG-10イソセチルエーテル、PEG-10ベヘニルエ
ーテル又はPEG-10イソステアリルエーテル及びこれらの混合物からなる群から選択される
ことが好ましい。
【０１２４】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、ポリグリセリル脂肪酸エステルである。
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【０１２５】
　本発明の組成物中の、(b)HLB値が8.0～14、好ましくは9.0～13.5、より好ましくは10.0
～13.0の非イオン性界面活性剤の量は、限定されず、組成物の総質量に対して0.1質量%～
30質量%、好ましくは0.5質量%～20質量%、より好ましくは1質量%～10質量%の範囲であっ
てよい。
【０１２６】
　(a)の油に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比は、2以下、好ましくは1.5以下、
より好ましくは1.0以下であってもよい。
【０１２７】
(セラミド化合物)
　本発明の組成物は、少なくとも1種のセラミド化合物を含む。単一のタイプのセラミド
化合物を使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプのセラミド化合物を組み合わせて使
用してもよい。
【０１２８】
　本発明によれば、「セラミド化合物」という用語は、天然又は合成のセラミド及び/又
はグリコセラミド及び/又は疑似セラミド及び/又は新セラミドを意味するものとして理解
されている。
【０１２９】
　セラミド化合物は、例えば、その教示が参照により本明細書に含まれる、特許出願DE44
24530、DE4424533、DE4402929、DE4420736、WO95/23807、WO94/07844、EP-A-0 646 572、
WO95/16665、FR-2 673 179、EP-A-0 227 994、WO94/07844、WO94/24097及びWO94/10131に
開示される。
【０１３０】
　本発明に従って使用できるセラミド化合物は、一般式(I):
【０１３１】
【化４】

【０１３２】
[式中、
　R1は、
-　飽和又は不飽和で直鎖又は分岐のC1～C50、好ましくはC5～C50炭化水素基(この基は、
任意選択により酸R7COOHによってエステル化される、1個又は複数のヒドロキシル基によ
って置換されることが可能であり、R7は、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化さ
れた、飽和又は不飽和の直鎖又は分岐C1～C35炭化水素基であり、R7基の1個又は複数のヒ
ドロキシルは、任意選択によりモノ又はポリヒドロキシル化された、飽和又は不飽和の直
鎖又は分岐C1～C35脂肪酸によってエステル化されることが可能である)、或いは
-　R''-(NR-CO)-R'基(式中、Rは、水素原子、又はモノ若しくはポリヒドロキシル化、好
ましくはモノヒドロキシル化C1～C20炭化水素基を表し、R'及びR''は、炭化水素基であり
、それらの炭素原子の合計数は9から30の間であり、R'は二価の基である)、或いは
-　R8-O-CO-(CH2)p基(式中、R8は、C1～C20炭化水素基を表し、pは1～12で変動する整数
である)
のいずれかを表し、
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　R2は、水素原子、糖類タイプの基、特に(グリコシル)n、(ガラクトシル)m又はスルホガ
ラクトシル基、サルフェート又はフォスフェート残基、ホスホリルエチルアミン基及びホ
スホリルエチルアンモニウム基から選択され、nは1～4で変動する整数であり、mは1～8で
変動する整数であり、
　R3は、水素原子、又はヒドロキシル化若しくは非ヒドロキシル化飽和若しくは不飽和C1
～C33炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシルは、無機酸又は酸R7COOHによってエ
ステル化されることが可能であり、R7は上記と同じ意味を有し、1個又は複数のヒドロキ
シルは、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミ
ン又はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能であり、n
は1～4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、R3も1個又は複数のC1～C1
4アルキル基によって置換されることが可能であり、
　R4は、水素原子、メチル基若しくはエチル基、任意選択によりヒドロキシル化された、
飽和若しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C3～C50炭化水素基、又は-CH2-CHOH-CH2-O-R6基
を表し、R6は、C10～C26炭化水素基、又はR8-O-CO-(CH2)p基を表し、R8は、C1～C20炭化
水素基を表し、pは1～12で変動する整数であり、
　R5は、水素原子、又は任意選択によりモノ若しくはポリヒドロキシル化された、飽和若
しくは不飽和の直鎖若しくは分岐C1～C30炭化水素基を表し、1個又は複数のヒドロキシル
は、(グリコシル)n、(ガラクトシル)m、スルホガラクトシル、ホスホリルエチルアミン又
はホスホリルエチルアンモニウム基によってエーテル化されることが可能性であり、nは1
～4で変動する整数であり、mは1～8で変動する整数であり、但し、R3及びR5が水素を表す
とき、又はR3が水素を表しR5がメチルを表すとき、R4は水素原子又はメチル基若しくはエ
チル基を表さない。]
を含み、実際にこれに対応することが好ましい。
【０１３３】
　式(I)の化合物のうち、その教示が参照により本明細書に組み込まれる、Downing社によ
りJournal of Lipid Research、35巻、2060～2068頁、1994年に記載の、又は仏国特許出
願FR-2 673 179に開示される構造を有するセラミド及び/又はグリコセラミドが優先され
る。
【０１３４】
　上式(I)中、R3は、C15～C26α-ヒドロキシアルキル基を表し、ヒドロキシル基は任意選
択によりC16～C30α-ヒドロキシ酸によってエステル化されることが好ましい。
【０１３５】
　本発明の、より特定的に好ましいセラミド化合物は、式(I)の化合物であり、式中のR1
は、C14～C22脂肪酸由来の、任意選択によりヒドロキシル化された飽和又は不飽和のアル
キルを表し、R2は、水素原子を表し、R3は、任意選択によりヒドロキシル化された直鎖C1
1～C17基、好ましくはC13～C15基を表す。R3は、好ましくは、α-ヒドロキシセチル基を
表し、R2、R4及びR5は、水素原子を表す。
【０１３６】
　(c)のセラミド化合物は、2-N-リノレオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-オ
レオイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-パルミトイルアミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3-ジオール、2-N-ベヘノイルアミノ
オクタデカン-1,3-ジオール、2-N-[2-ヒドロキシパルミトイル]アミノオクタデカン-1,3-
ジオール、2-N-ステアロイルアミノオクタデカン-1,3,4-トリオール、2-N-パルミトイル
アミノヘキサデカン-1,3-ジオール、及びこれらの混合物からなる群から選択されること
が好ましい。
【０１３７】
　また、(c)のセラミド化合物は、ビス(N-ヒドロキシエチル-N-セチル)マロンアミド、セ
チル酸のN-(2-ヒドロキシエチル)-N-(3-セチルオキシ-2-ヒドロキシプロピル)アミド及び
N-ドコサノイル-N-メチル-D-グルカミンから選択されることも好ましい。
【０１３８】
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　例えば、Downing分類法(Downing classification)によるセラミド2及びセラミド5の混
合物等のセラミド化合物の混合物も使用することができる。
【０１３９】
　式中、R1が、C12～C22脂肪酸由来の飽和又は不飽和のアルキル基を表し、R2が、ガラク
トシル基又はスルホガラクトシル基を表し、R3が、飽和又は不飽和のC12～C22炭化水素基
、好ましくは-CH=CH-(CH2)12-CH3基を表す式(I)の化合物も特に使用することができる。
【０１４０】
　例えば、Waitaki International Biosciences社によりGlycocerという商標名で販売さ
れているグリコセラミドの混合物で構成される製品も挙げることができる。
【０１４１】
　特許出願EP-A-0 227 994、EP-A-0 647 617、EP-A-0 736 522及びWO94/07844に開示され
る式(I)の化合物も使用できる。
【０１４２】
　このような化合物には、例えば、Quest社によって販売されているQuestamide H[ビス(N
-ヒドロキシエチル-N-セチル)マロンアミド]、又はセチル酸のN-(2-ヒドロキシエチル)-N
-(3-セチルオキシ-2-ヒドロキシ-プロピル)アミドが含まれる。
【０１４３】
　また、特許出願WO94/24097に開示されるN-ドコサノイル-N-メチル-D-グルカミンも使用
できる。
【０１４４】
　当然ながら、本発明の組成物中の様々なセラミド化合物の混合物を使用することが可能
である。
【０１４５】
　(c)のセラミド化合物の量は、組成物の総質量に対して0.01質量%～20質量%、好ましく
は0.1質量%～15質量%、より好ましくは0.1質量%～10質量%の範囲であってよい。
【０１４６】
　(c)のセラミド化合物に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比は、15以下、好まし
くは10以下、より好ましくは6以下であってもよい。
【０１４７】
(陰イオン性界面活性剤)
　本発明の組成物は、少なくとも1種の(d)の陰イオン性界面活性剤を含む。単一のタイプ
の(d)の陰イオン性界面活性剤を使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプの(d)の陰イ
オン性界面活性剤を組み合わせて使用してもよい。
【０１４８】
　(d)の陰イオン性界面活性剤は限定されない。(d)の陰イオン性界面活性剤は、植物起源
のタンパク質又は絹タンパク質の陰イオン誘導体、フォスフェート及びアルキルフォスフ
ェート、カルボキシレート、スルホスクシネート、アミノ酸誘導体、アルキルサルフェー
ト、アルキルエーテルサルフェート、スルホネート、イセチオネート、タウレート、アル
キルスルホアセテート、ポリペプチド、アルキルポリグルコシドの陰イオン誘導体、並び
にこれらの混合物から特に選択することができる。
【０１４９】
　1)植物起源のタンパク質の陰イオン誘導体は、疎水性基を含むタンパク質加水分解物で
あり、該疎水性基はタンパク質中に天然で存在し得る、又はタンパク質及び/若しくはタ
ンパク質加水分解物と疎水性化合物との反応によって加えられ得る。タンパク質は、植物
起源である、又は絹に由来し、疎水性基は特に脂肪鎖、例えば10～22個の炭素原子を含む
アルキル鎖であってもよい。より具体的には、植物起源のタンパク質の陰イオン誘導体と
して、10～22個の炭素原子を有するアルキル鎖を含むリンゴ、コムギ、ダイズ又はオート
ムギタンパク質加水分解物、及びそれらの塩を挙げることができる。アルキル鎖は特にラ
ウリル鎖であってもよく、塩はナトリウム、カリウム及び/又はアンモニウム塩であって
もよい。
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【０１５０】
　したがって、疎水性基を含むタンパク質加水分解物として、例えば、タンパク質がKawa
kenによってKawa Silkの名称で販売されている製品等のラウリン酸によって改変されてい
る絹タンパク質であるタンパク質加水分解物の塩、タンパク質がCrodaによってAminofoam
 W ORの名称で販売されているカリウム塩(CTFA名:カリウムラウロイルコムギアミノ酸)及
びSeppicによってProteol LW 30の名称で販売されているナトリウム塩(CTFA名:ナトリウ
ムラウロイルコムギアミノ酸)等のラウリン酸によって改変されているコムギタンパク質
であるタンパク質加水分解物の塩、タンパク質が10～22個の炭素原子を有するアルキル鎖
を含むオートムギタンパク質であるタンパク質加水分解物の塩、より具体的にはSeppicに
よってProteol OAT(30%水溶液)の名称で販売されているナトリウム塩(CTFA名:ナトリウム
ラウロイルオートムギアミノ酸)等のタンパク質がラウリン酸によって改変されているオ
ートムギタンパク質であるタンパク質加水分解物の塩、又はSeppicによってProteol APL(
30%水溶液/グリコール溶液)の名称で販売されているナトリウム塩(CTFA名:ナトリウムコ
コイルリンゴアミノ酸)等の10～22個の炭素原子を有するアルキル鎖を含むリンゴタンパ
ク質加水分解物の塩を挙げることができる。SeppicによってProteol SAV 50 Sの名称で販
売されているN-メチルグリシン酸ナトリウムで中和されているラウロイルアミノ酸(アス
パラギン酸、グルタミン酸、グリシン、アラニン)の混合物(CTFA名:ナトリウムココイル
アミノ酸)も挙げることができる。
【０１５１】
　2)フォスフェート及びアルキルフォスフェートとして、例えば、Kao Chemicalsによっ
てMAP 20(登録商標)の名称で販売されているラウリルモノフォスフェート等のモノアルキ
ルフォスフェート及びジアルキルフォスフェート、ドデシルフォスフェートのカリウム塩
、CognisによってCrafol AP-31(登録商標)の名称で販売されているモノエステル及びジエ
ステル(主としてジエステル)の混合物、CognisによってCrafol AP-20(登録商標)の名称で
販売されているオクチルリン酸モノエステル及びジエステルの混合物、CondeaによってIs
ofol 12 7 EO-Phosphate Ester(登録商標)の名称で販売されているエトキシ化(7molのEO)
2-ブチルオクチルリン酸モノエステル及びジエステルの混合物、UniqemaによってArlaton
e MAP 230K-40(登録商標)及びArlatone MAP 230T-60(登録商標)という参照名で販売され
ている、モノ(C12～C13)アルキルフォスフェートのカリウム又はトリエタノールアミン塩
、Rhodia ChimieによってDermalcare MAP XC-99/09(登録商標)という名称で販売されてい
るラウリルリン酸カリウム、及びUniqemaによってArlatone MAP 160Kという名称で販売さ
れているセチルリン酸カリウムを挙げることができる。
【０１５２】
　3)カルボキシレートとして、以下を挙げることができる:
-　アミドエーテルカルボキシレート(AEC)、例えばKao ChemicalsによってAkypo Foam 30
(登録商標)の名称で販売されているラウリルアミドエーテルカルボン酸ナトリウム(3 EO)
、
-　ポリオキシエチレン化されたカルボン酸塩、例えばKao ChemicalsによってAkypo Soft
 45 NV(登録商標)の名称で販売されているオキシエチレン化(6 EO)ラウリルエーテルカル
ボン酸ナトリウム(65/25/10 C12～C14～C16)、Biologia E TecnologiaによってOlivem 40
0(登録商標)の名称で販売されているオリーブ油由来のポリオキシエチレン化及びカルボ
キシメチル化された脂肪酸、又はNikkolによってNikkol ECTD-6NEX(登録商標)の名称で販
売されているオキシエチレン化(6 EO)トリデシルエーテルカルボン酸ナトリウム、並びに
-　有機又は無機塩基で中和されているC6～C22アルキル鎖を有する脂肪酸(せっけん)の塩
、例えば水酸化カリウム、水酸化ナトリウム、トリエタノールアミン、N-メチルグルカミ
ン、リジン及びアルギニン。
【０１５３】
　4)アミノ酸誘導体として、アミノ酸のアルカリ塩、例えば以下を特に挙げることができ
る:
-　サルコシネート、例えば、CibaによってSarkosyl NL 97(登録商標)という名称で販売
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されている又はSeppicによってOramix L 30(登録商標)という名称で販売されているラウ
ロイルサルコシン酸ナトリウム、NikkolによってNikkol Sarcosinate MN(登録商標)とい
う名称で販売されているミリストイルサルコシン酸ナトリウム、又はNikkolによってNikk
ol Sarcosinate PN(登録商標)という名称で販売されているパルミトイルサルコシン酸ナ
トリウム;
-　アラニネート、例えば、NikkolによってSodium Nikkol Alaninate LN 30(登録商標)と
いう名称で販売されている、又はKawakenによってAlanone ALE(登録商標)という名称で販
売されているN-ラウロイル-N-メチルアミドプロピオン酸ナトリウム、又はKawakenによっ
てAlanone ALTA(登録商標)という名称で販売されているN-ラウロイル-N-メチルアラニン
トリエタノールアミン;
-　グルタメート、例えば、AjinomotoによってAcylglutamate CT-12(登録商標)という名
称で販売されているモノココイルグルタミン酸トリエタノールアミン、Ajinomotoによっ
てAcylglutamate LT-12(登録商標)という名称で販売されているラウロイルグルタミン酸
トリエタノールアミン;
-　アスパルテート、例えば、MitsubishiによってAsparack(登録商標)という名称で販売
されているN-ラウロイルアスパラギン酸トリエタノールアミン及びN-ミリストイルアスパ
ラギン酸トリエタノールアミンの混合物;
-　グリシン誘導体(グリシネート)、例えば、AjinomotoによってAmilite GCS-12(登録商
標)及びAmilite GCK 12という名称で販売されているN-ココイルグリシン酸ナトリウム;
-　シトレート、例えば、GoldschmidtによってWitconol EC 1129という名称で販売されて
いるオキシエチレン化(9mol)ココアルコールのクエン酸モノエステル;並びに
-　ガラクツロネート、例えば、Solianceによって販売されているドデシルD-ガラクトシ
ドウロン酸ナトリウム。
【０１５４】
　5)スルホスクシネートとして、例えば、WitcoによってSetacin 103 Special(登録商標)
及びRewopol SB-FA 30 K 4(登録商標)という名称で販売されているオキシエチレン化(3 E
O)ラウリル(70/30 C12/C14)アルコールモノスルホスクシネート、Zschimmer Schwarzによ
ってSetacin F Special Paste(登録商標)という名称で販売されているC12～C14アルコー
ルのヘミスルホスクシネートの二ナトリウム塩、CognisによってStandapol SH 135(登録
商標)という名称で販売されているオキシエチレン化(2 EO)オレアミドスルホコハク酸二
ナトリウム、SanyoによってLebon A-5000(登録商標)という名称で販売されているオキシ
エチレン化(5 EO)ラウラミドモノスルホスクシネート、WitcoによってRewopol SB CS 50(
登録商標)という名称で販売されている、オキシエチレン化(10 EO)ラウリルシトレートモ
ノスルホスクシネートの二ナトリウム塩、又はWitcoによってRewoderm S 1333(登録商標)
という名称で販売されているリシノール酸モノエタノールアミドモノスルホスクシネート
を挙げることができる。スルホコハク酸ポリジメチルシロキサン、例えばMacIntyreによ
ってMackanate-DC 30の名称で販売されているPEG-12ジメチコーンスルホコハク酸二ナト
リウムを使用することもできる。
【０１５５】
　6)アルキルサルフェートとして、例えば、HuntsmanによってEmpicol TL40 FLの名称で
販売されている製品又はCognisによってTexapon T42の名称で販売されている製品(これら
の製品は水溶液中40%である)等のラウリル硫酸トリエタノールアミン(CTFA名:ラウリル硫
酸TEA)を挙げることができる。水溶液中30%の、HuntsmanによってEmpicol AL 30FLの名称
で販売される製品等のラウリル硫酸アンモニウム(CTFA名:ラウリル硫酸アンモニウム)も
挙げることができる。
【０１５６】
　7)アルキルエーテルサルフェートとして、例えば、CognisによってTexapon N40及びTex
apon AOS 225 UPの名称で販売されているもの等のラウリルエーテル硫酸ナトリウム(CTFA
名:ラウレス硫酸ナトリウム)、又はCognisによってStandapol EA-2の名称で販売されてい
るもの等のラウリルエーテル硫酸アンモニウム(CTFA名:ラウレス硫酸アンモニウム)を挙



(26) JP 2015-196662 A 2015.11.9

10

20

30

40

50

げることができる。
【０１５７】
　8)スルホネートとして、例えば、StepanによってBio-Terge AS-40(登録商標)の名称で
販売されている、WitcoによってWitconate AOS Protege(登録商標)及びSulframine AOS P
H 12(登録商標)の名称で販売されている、若しくはStepanによってBio-Terge AS-40 CG(
登録商標)の名称で販売されているα-オレフィンスルホン酸(C14～C16)ナトリウム等のα
-オレフィンスルホネート、ClariantによってHostapur SAS 30(登録商標)の名称で販売さ
れている二級オレフィンスルホン酸ナトリウム、又はManroによってManrosol SXS30(登録
商標)、Manrosol SXS40(登録商標)及びManrosol SXS93(登録商標)の名称で販売されてい
るキシレンスルホン酸ナトリウム等の直鎖アルキルアリールスルホネートを挙げることが
できる。
【０１５８】
　9)イセチオネートとして、アシルイセチオネート、例えば、JordanによってJordapon C
I P(登録商標)という名称で販売されている製品等のココイルイセチオン酸ナトリウムを
挙げることができる。
【０１５９】
　10)タウレートとして、Clariant社によってHostapon CT Pate(登録商標)の名称で販売
されているパーム核油メチルタウレートのナトリウム塩、Clariant社によってHostapon L
T-SF(登録商標)の名称で販売されている、若しくはNikkol社によってNikkol CMT-30-T(登
録商標)の名称で販売されているN-ココイル-N-メチルタウリン酸ナトリウム等のN-アシル
-N-メチルタウレート、Nikkol社によってNikkol PMT(登録商標)の名称で販売されている
パルミトイルメチルタウリン酸ナトリウム、又はTaiyo Kagaku社によってSunsoft O-30S
の名称で販売されているステアロイルメチルタウリン酸ナトリウムを挙げることができる
。
【０１６０】
　11)アルキルポリグルコシドの陰イオン誘導体は、特に、アルキルポリグルコシドから
得られるシトレート、タルトレート、スルホスクシネート、カルボネート及びグリセロー
ルエーテルであってよい。例えば、CesalpiniaによってEucarol AGE-ET(登録商標)の名称
で販売されているココイルポリグルコシド(1,4)酒石酸エステルのナトリウム塩、Seppic
によってEssai 512 MP(登録商標)の名称で販売されているココイルポリグルコシド(1,4)
スルホコハク酸エステルの二ナトリウム塩、又はCesalpiniaによってEucarol AGE-EC(登
録商標)の名称で販売されているココイルポリグルコシド(1,4)クエン酸エステルのナトリ
ウム塩を挙げることができる。
【０１６１】
　(d)の陰イオン性界面活性剤は、タウレート又はグルタメートから選択されることが好
ましく、N-アシル-N-メチルタウレートがより好ましく、N-ステアロイル-N-メチル-タウ
リン酸ナトリウムがより一層好ましい。
【０１６２】
　アミノ酸誘導体は、アシルグリシン誘導体又はグリシン誘導体、特にアシルグリシン塩
であることが好ましい。
【０１６３】
　アシルグリシン誘導体又はグリシン誘導体は、アシルグリシン塩(又はアシルグリシネ
ート)又はグリシン塩(又はグリシネート)、特に以下から選択することができる。
【０１６４】
i)次式(I)のアシルグリシネート:
　　R-HNCH2COOX　(I)
　式中、
-　Rは、アシル基R'C=Oを表し、R'は、10～30個の炭素原子、好ましくは12～22個の炭素
原子、好ましくは14～22個の炭素原子、より良好には16～20個の炭素原子を好ましくは含
む飽和又は不飽和の直鎖又は分岐の炭化水素鎖を表し、
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-　Xは、例えば、Na、Li又はK、好ましくはNa又はK等のアルカリ金属のイオン、Mg等のア
ルカリ土類金属のイオン、アンモニウム基及びそれらの混合物から選択される陽イオンを
表す。
【０１６５】
　アシル基は、ラウロイル、ミリストイル、ベヘノイル、パルミトイル、ステアロイル、
イソステアロイル、オリボイル(olivoyl)、ココイル又はオレオイル基及びそれらの混合
物から特に選択することができる。
【０１６６】
　好ましくは、Rはココイル基である。
【０１６７】
ii)次式(II)のグリシネート:
【０１６８】
【化５】

【０１６９】
式中、
-　R1は、10～30個の炭素原子、好ましくは12～22個の炭素原子、より良好には16～20個
の炭素原子を含む飽和又は不飽和、直鎖又は分岐の炭化水素鎖を表し、R1は、有利には、
ラウリル、ミリスチル、パルミチル、ステアリル、セチル、セテアリル又はオレイル基及
びそれらの混合物、好ましくはステアリル及びオレイル基から選択され、
-　R2基は、同一又は異なっており、R''OH基を表し、R''は、2～10個の炭素原子、好まし
くは2～5個の炭素原子を含むアルキル基である。
【０１７０】
　式(I)の化合物として、例えば、INCI名ココイルグリシン酸ナトリウムである化合物、
例えばAjinomotoによって販売されているAmilite GCS-12等、又はココイルグリシン酸カ
リウム、例えばAjinomotoからのAmilite GCK-12等を挙げることができる。
【０１７１】
　式(II)の化合物として、オレイルグリシン酸ジヒドロキシエチル又はステアリルグリシ
ン酸ジヒドロキシエチルを使用することができる。
【０１７２】
　(d)の陰イオン性界面活性剤の量は、組成物の総質量に対して、0.01～20質量%、好まし
くは0.05～10質量%、より好ましくは0.1～5質量%の範囲とすることができる。
【０１７３】
(水)
　本発明の組成物は、水を含む。
【０１７４】
　水の量は、限定されず、組成物の総質量に対して、40～90質量%、好ましくは50～85質
量%、より好ましくは60～80質量%とすることができる。
【０１７５】
(追加の界面活性剤)
　本発明の組成物は、上記の(b)とは異なる少なくとも1種の非イオン性界面活性剤、及び
/又は少なくとも1種の追加のイオン性界面活性剤を更に含んでもよい。単一のタイプの追
加の界面活性剤を使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプの追加の界面活性剤を組み
合わせて使用してもよい。
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【０１７６】
　追加の界面活性剤として、HLB値が8.0未満又は14超の少なくとも1種の非イオン性界面
活性剤を使用することができる。
【０１７７】
　追加の非イオン性界面活性剤としては、上記の(b)について列挙されたものが挙げられ
るが、追加の非イオン性界面活性剤は、HLB値が8.0未満、好ましくは9.0未満、より好ま
しくは10.0未満で、14超、好ましくは13.5超、より好ましくは13超である。
【０１７８】
　追加の界面活性剤として、陽イオン性界面活性剤及び/又は両性界面活性剤を使用する
ことができる。
【０１７９】
(陽イオン性界面活性剤)
　陽イオン性界面活性剤は、限定されない。陽イオン性界面活性剤は、任意選択によりポ
リオキシアルキレン化された一級、二級又は三級脂肪アミン塩、四級アンモニウム塩、及
びそれらの混合物からなる群から選択することができる。
【０１８０】
　挙げることができる四級アンモニウム塩の例には、これらに限定されないが、以下を含
む:
下記一般式(I)のもの:
【０１８１】
【化６】

【０１８２】
[式中、
　R1、R2、R3、及びR4は、同一であっても異なっていてもよく、1～30個の炭素原子を含
み、場合により酸素、窒素、硫黄及びハロゲン等のヘテロ原子を含む直鎖及び分岐脂肪族
基から選択される。脂肪族基は、例えば、アルキル基、アルコキシ基、C2～C6ポリオキシ
アルキレン基、アルキルアミド基、(C12～C22)アルキルアミド(C2～C6)アルキル基、(C12
～C22)アルキルアセテート基及びヒドロキシアルキル基、並びにアリール基及びアルキル
アリール基等の芳香族基から選択することができ、X-は、ハロゲン化合物、フォスフェー
ト、アセテート、ラクテート、(C2～C6)アルキルサルフェート及びアルキル又はアルキル
アリールスルホネートから選択される。];
　イミダゾリンの四級アンモニウム塩;
　ジ四級アンモニウム塩;並びに
　少なくとも1つのエステル官能基を含む四級アンモニウム塩。
【０１８３】
　本発明の組成物に使用することができる上記の四級アンモニウム塩には、これらに限定
されないが、塩化テトラアルキルアンモニウム、例えば、塩化ジアルキルジメチルアンモ
ニウム及び塩化アルキルトリメチルアンモニウム(アルキル基は約12～22個の炭素原子を
含む)、例えば、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩化ジステアリルジメチルアン
モニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム及び塩化ベンジルジメチルステアリルアン
モニウム;塩化パルミチルアミドプロピルトリメチルアンモニウム;並びにVan Dyk社によ
って「Ceraphyl(登録商標)70」という名称で販売されている塩化ステアラミドプロピルジ
メチル(酢酸ミリスチル)アンモニウムが含まれる。
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【０１８４】
　一実施形態によれば、本発明の組成物に使用することができる陽イオン性界面活性剤は
、四級アンモニウム塩から選択され、例えば、塩化ベヘニルトリメチルアンモニウム、塩
化セチルトリメチルアンモニウム、クオタニウム-83、クオタニウム-87、クオタニウム-2
2、塩化ベヘニルアミドプロピル-2,3-ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウム、塩化
パルミチルアミドプロピルトリメチルアンモニウム、及びステアラミドプロピルジメチル
アミンから選択される。
【０１８５】
(両性界面活性剤)
　両性界面活性剤は、限定されない。両性又は両性イオン界面活性剤は、例えば(非限定
的一覧)、アミン誘導体、例えば脂肪族第二級又は第三級アミン、及び任意選択により第
四級化されたアミン誘導体であり、その脂肪族基が、8～22個の炭素原子を含み、少なく
とも1種の水溶性陰イオン基(例えば、カルボキシレート、スルホネート、サルフェート、
フォスフェート又はホスホネート)を含有する、直鎖又は分枝鎖であるものであってもよ
い。
【０１８６】
　アミドアミンカルボキシル化誘導体のうち、米国特許第2,528,378号及び第2,781,354号
に記載され、CTFA辞典、第3版、1982(この開示は参照により本明細書に組み込まれる)に
、アンホカルボキシグリシネート(Amphocarboxyglycinates)及びアンホカルボキシプロピ
オネート(Amphocarboxypropionates)の名称で分類されている(それぞれの構造は以下の通
りである)、Miranolの名称で販売されている製品を挙げることができる:
　R1-CONHCH2CH2-N

+(R2)(R3)(CH2COO
-)

(式中、
　R1は、加水分解ヤシ油中に存在する酸R1-COOHのアルキル基、ヘプチル、ノニル又はウ
ンデシル基を指し、
　R2は、β-ヒドロキシエチル基を指し、
　R3は、カルボキシメチル基を指す。);
　R1'-CONHCH2CH2-N(B)(C)
(式中、
　Bは、-CH2CH2OX'を表し、
　Cは、-(CH2)z-Y'を表し、z=1又は2であり、
　X'は、-CH2CH2-COOH基、-CH2-COOZ'、-CH2CH2-COOH、-CH2CH2-COOZ'又は水素原子を指
し、
　Y'は、-COOH、-COOZ'、-CH2-CHOH-SO3Z'又は-CH2-CHOH-SO3H基を指し、
　Z'は、ナトリウム等のアルカリ又はアルカリ土類金属のイオン、アンモニウムイオン又
は有機アミンに由来するイオンを表し、
　R1'は、ヤシ油中若しくは加水分解亜麻仁油中に存在する酸R1'-COOHのアルキル基、C7
、C9、C11若しくはC13アルキル基等のアルキル基、C17アルキル基及びそのイソ型、又は
不飽和のC17基を指す。)
【０１８７】
　両性界面活性剤は、(C8～C24)-アルキルアンホモノアセテート、(C8～C24)アルキルア
ンホジアセテート、(C8～C24)アルキルアンホモノプロピオネート、及び(C8～C24)アルキ
ルアンホジプロピオネートから選択されることが好ましい。
【０１８８】
　これらの化合物は、CTFA辞典、第5版、1993において、ココアンホジ酢酸二ナトリウム(
Disodium Cocoamphodiacetate)、ラウロアンホジ酢酸二ナトリウム(Disodium Lauroampho
diacetate)、カプリルアンホジ酢酸二ナトリウム(Disodium Caprylamphodiacetate)、カ
プリロアンホジ酢酸二ナトリウム(Disodium Capryloamphodiacetate)、ココアンホジプロ
ピオン酸二ナトリウム(Disodium Cocoamphodipropionate)、ラウロアンホプロピオン酸二
ナトリウム(Disodium Lauroamphopropionate)、カプリルアンホジプロピオン酸二ナトリ
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ウム(Disodium Caprylamphodipropionate)、カプリルアンホジプロピオン酸二ナトリウム
(Disodium Caprylamphodipropionate)、ラウロアンホジプロピオン酸(Lauroamphodipropi
onic acid)及びココアンホジプロピオン酸(Cocoamphodipropionic acid)という名称で分
類されている。
【０１８９】
　例として、Miranol(登録商標)C2M濃縮物という商標名でRhodia Chimie社によって販売
されているココアンホジアセテートを挙げることができる。
【０１９０】
　好ましくは、両性界面活性剤はベタインであってよい。
【０１９１】
　ベタイン型両性界面活性剤は、好ましくは、アルキルベタイン、アルキルアミドアルキ
ルベタイン、アルキルスルホベタイン、アルキルホスホベタイン、及びアルキルアミドア
ルキルスルホベタイン、特に(C8～C24)アルキルベタイン、(C8～C24)アルキルアミド(C1
～C8)アルキルベタイン、(C8～C24)アルキルスルホベタイン、及び(C8～C24)アルキルア
ミド(C1～C8)アルキルスルホベタインからなる群から選択される。一実施形態において、
ベタイン型の両性界面活性剤は、(C8～C24)アルキルベタイン、(C8～C24)アルキルアミド
(C1～C8)アルキルスルホベタイン、(C8～C24)アルキルスルホベタイン、及びアルキル(C8
～C24)ホスホベタインから選択される。
【０１９２】
　挙げることができる非限定的な例は、単独で又は混合物として、CTFA辞典、第9版、200
2において、ココベタイン、ラウリルベタイン、セチルベタイン、ココ/オレアミドプロピ
ルベタイン、コカミドプロピルベタイン、パルミタミドプロピルベタイン、ステアラミド
プロピルベタイン、コカミドエチルベタイン、コカミドプロピルヒドロキシスルタイン、
オレアミドプロピルヒドロキシスルタイン、ココヒドロキシスルタイン、ラウリルヒドロ
キシスルタイン及びココスルタインという名称で分類されている化合物を含む。
【０１９３】
　ベタイン型両性界面活性剤は、好ましくは、アルキルベタイン及びアルキルアミドアル
キルベタイン、特にココベタイン及びコカミドプロピルベタインである。
【０１９４】
　追加の界面活性剤の量は、組成物の総質量に対して、0.01質量%～20質量%、好ましくは
0.10質量%～10質量%、より好ましくは1質量%～5質量%であってよい。
【０１９５】
(ポリオール)
　本発明の組成物は、少なくとも1種のポリオールを更に含んでもよい。単一のタイプの
ポリオールを使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプのポリオールを組み合わせて使
用してもよい。
【０１９６】
　「ポリオール」という用語は、本明細書では、2個以上のヒドロキシ基を有するアルコ
ールを意味し、糖類又はその誘導体を包含しない。糖類の誘導体には、糖類の1個又は複
数のカルボニル基を還元することにより得られる糖アルコール、並びに1個又は複数のそ
れらのヒドロキシ基中の1個又は複数の水素原子が、アルキル基、ヒドロキシアルキル基
、アルコキシ基、アシル基又はカルボニル基等の少なくとも1個の置換基で置き換えられ
ている糖類又は糖アルコールが含まれる。
【０１９７】
　ポリオールは、少なくとも2個のヒドロキシ基、好ましくは2～5個のヒドロキシ基を含
むC2～C12ポリオール、好ましくはC2～9ポリオールであってよい。
【０１９８】
　ポリオールは、天然の、又は合成のポリオールであってよい。ポリオールは、直鎖、分
岐又は環状の分子構造を有していてよい。
【０１９９】
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　ポリオールは、グリセリン及びその誘導体、並びにグリコール及びその誘導体から選択
することができる。ポリオールは、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセリン、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、ブチレングリコール、
ペンチレングリコール、ヘキシレングリコール、1,3-プロパンジオール、1,5-ペンタンジ
オール、ポリエチレングリコール(5～50個のエチレンオキシド基)、及びソルビトール等
の糖からなる群から選択することができる。
【０２００】
　ポリオールは、組成物の総質量に対して、0.01質量%～30質量%、好ましくは0.1質量%～
20質量%、例えば1質量%～10質量%の範囲の量で存在していてよい。
【０２０１】
(増粘剤)
　本発明の組成物は、少なくとも1種の増粘剤を更に含んでもよい。単一のタイプの増粘
剤を使用してもよいが、2つ以上の異なるタイプの増粘剤を組み合わせて使用してもよい
。
【０２０２】
　増粘剤は、有機及び無機増粘剤から選択することができる。
【０２０３】
　有機増粘剤には、以下のうち少なくとも1つを選択することができる:
　(i)会合性増粘剤;
　(ii)架橋アクリル酸ホモポリマー;
　(iii)(メタ)アクリル酸と(C1～C6)アルキルアクリレートとの架橋コポリマー;
　(iv)エチレン系不飽和エステルモノマー及びエチレン系不飽和アミドモノマーの少なく
とも1種を含む非イオンホモポリマー及びコポリマー;
　(v)アクリル酸アンモニウムホモポリマー並びにアクリル酸アンモニウム及びアクリル
アミドのコポリマー;
　(vi)多糖類;並びに
　(vii)C12～C30脂肪族アルコール。
【０２０４】
　増粘剤は、好ましくは、会合性増粘剤並びにデンプン及びキサンタンガム等の多糖類か
ら選択される。
【０２０５】
　本明細書で使用する場合、「会合性増粘剤」という語句は、親水性単位及び疎水性単位
の両方を含む、例えば、少なくとも1つのC8～C30脂肪鎖及び少なくとも1つの親水性単位
を含む、両親媒性増粘剤を意味する。
【０２０６】
　本発明の組成物の粘度は、特に限定されない。粘度は、25℃で、粘度計又は(好ましく
はコーン-プレート形状の)レオメーターで測定することができる。好ましくは、本発明の
組成物の粘度は、例えば、25℃及び1s-1で、1～2000Pa.s、好ましくは1～1000Pa.sを範囲
としてもよい。
【０２０７】
　増粘剤は、組成物の総質量に対して、0.001質量%～10質量%、好ましくは0.01質量%～10
質量%、例えば0.1質量%～5質量%等の範囲の量で存在していてよい。
【０２０８】
(その他の成分)
　本発明の組成物は、様々な一般的な補助剤、老化防止剤、白色剤、肌のべたつき防止剤
、EDTA及びエチドロン酸等の金属イオン封鎖剤、紫外線遮断剤、保存料、ビタミン又はプ
ロビタミン、例えばパンテノール、乳白剤、香料、植物エキス、陽イオンポリマー等、他
の組成物で以前から知られているその他の成分も有効な量含むことができる。
【０２０９】
　本発明の組成物は、少なくとも1種の有機溶剤を更に含んでもよい。そのため、有機溶
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剤は、水混和性であることが好ましい。有機溶剤として、例えば、エタノール及びイソプ
ロパノール等のC1～C4アルカノール;ベンジルアルコール及びフェノキシエタノール等の
芳香族アルコール;類似生成物;並びにそれらの混合物を挙げることができる。
【０２１０】
　有機水溶性溶剤は、組成物の総質量に対して10質量%未満、好ましくは5質量%以下、よ
り好ましくは1質量%以下の範囲の量で存在していてよい。
【０２１１】
[調製及び性質]
　本発明の組成物は、上記の必須成分及び任意選択による成分を、通例の方法にしたがっ
て混合することによって調製することができる。通例の方法は、高圧ホモジナイザー(高
エネルギー法)で混合するステップを含む。代替として、組成物は、転相温度法(PIT)、転
相濃度(phase inversion concentration)(PIC)、自動乳化(autoemulsification)等の低エ
ネルギー法によって調製することができる。好ましくは、組成物は、低エネルギー法によ
って調製する。
【０２１２】
　(a)の油に対する(b)の非イオン性界面活性剤の質量比は、0.01～2、好ましくは0.1～1.
5、より好ましくは0.5～1.0であってよい。特に、(a)の油に対する(b)の非イオン性界面
活性剤の質量比は、1以下、例えば0.5～1.0、好ましくは0.4～0.9、より好ましくは0.3～
0.8であってよい。
【０２１３】
　本発明の組成物は、ナノ又はマイクロエマルションの形態である。
【０２１４】
　「マイクロエマルション」は、2つの定義、すなわち広い意味と狭い意味があってよい
。換言すると、マイクロエマルションが油性成分、水性成分及び界面活性剤の3つの成分
を有する三成分系を含む熱力学的に安定性の等方性の単一液相を指す場合(「狭い意味の
マイクロエマルション」)と、熱力学的に不安定性の典型的なエマルション系のうち、マ
イクロエマルションがその小さい粒径のために透明性又は半透明性の様相を示すようなエ
マルションを更に含む場合(「広い意味のマイクロエマルション」)がある(Satoshi Tomom
asaら、OilChemistry、37巻、11号(1988年)48～53頁)。本明細書で使用される「マイクロ
エマルション」は、「狭い意味でのマイクロエマルション」、すなわち熱力学的に安定性
の等方性単一液相を指す。
【０２１５】
　マイクロエマルションは、油がミセルによって溶解しているO/W(水中油)型のマイクロ
エマルション、水が逆ミセルによって溶解しているW/O(油中水)型のマイクロエマルショ
ン、又は界面活性剤分子の会合の数が無限になっているために水相及び油相の両方が連続
構造を有している両連続マイクロエマルションのいずれか一状態を指す。
【０２１６】
　マイクロエマルションは、レーザーグラニュロメトリーによって測定される数平均直径
が100nm以下、好ましくは50nm以下、より好ましくは20nm以下の分散相を有してもよい。
【０２１７】
　「ナノエマルション」は、本明細書において、サイズが350nm未満の分散相を特徴とす
るエマルションを意味し、該分散相は、分散相/連続相界面で、薄板状タイプの液晶相を
任意選択により形成することができる(b)の非イオン性界面活性剤のクラウンによって安
定化される。特定の乳白剤がない状態で、ナノエマルションの透明性は、分散相の小型サ
イズから生じるが、この小型サイズは力学的エネルギー、特に高圧ホモジナイザーの使用
によって得られる。
【０２１８】
　ナノエマルションは、その構造によってマイクロエマルションと区別することができる
。具体的には、マイクロエマルションは、例えば、(a)の油に富んだ(b)の非イオン界面活
性剤ミセルから形成される熱力学的に安定性の分散系である。更に、マイクロエマルショ
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ンは、調製に大量の力学的エネルギーを必要としない。
【０２１９】
　ナノエマルションは、レーザーグラニュロメトリーによって測定される数平均直径が30
0nm以下、好ましくは200nm以下、より好ましくは100nm以下の分散相を有してもよい。
【０２２０】
　本発明の組成物は、O/Wナノ若しくはマイクロエマルション、W/Oナノ若しくはマイクロ
エマルション又は両連続エマルションの形態であってよい。本発明の組成物は、O/Wナノ
又はマイクロエマルションの形態であることが好ましい。
【０２２１】
　本発明の組成物は、O/Wエマルションの形態であることが好ましく、(a)の油は、好まし
くは300nm以下、より好ましくは200nmの数平均粒径の液滴の形態であることが好ましい。
【０２２２】
　本発明の組成物は、透明性又はやや半透明性の様相、好ましくは透明性の様相を有する
ことができる。
【０２２３】
組成物
　透明度は、例えば、ラウンドセル(直径25mm×高さ60mm)及びタングステン電球を備える
2100Q(HACH)で濁度を測定することによって測定することができる。
【０２２４】
　本発明の組成物は、300未満、好ましくは200以下の濁度を有することができる。
【０２２５】
[方法及び使用]
　本発明の組成物は、皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛又は頭皮に適用することによっ
て、皮膚、毛髪、粘膜、爪、睫毛、眉毛及び/又は頭皮を処置する化粧方法等の非治療的
方法のために使用することができる。
【０２２６】
　したがって、特定の一実施形態において、本発明の組成物は、化粧品組成物である。
【０２２７】
　本発明は、身体及び/又は顔面の皮膚及び/又は粘膜及び/又は頭皮及び/又は毛髪及び/
又は爪及び/又は睫毛及び/又は眉毛を対象とするケア製品及び/又は洗浄製品及び/又は化
粧品及び/又は化粧除去品としての、又はこれらにおける本発明の組成物の使用にも関す
る。
【０２２８】
　言い換えれば、本発明の組成物は、上記の製品としてそのまま使用することができる。
或いは、本発明の組成物は、上記の製品の素成分として使用することができる。例えば、
本発明の組成物は、任意の他の素成分に添加又はこれと組み合わせて上記の製品を形成す
ることができる。
【０２２９】
　ケア製品は、ローション、クリーム、セラム、ヘアトニック、ヘアコンディショナー、
日焼け防止剤等であってもよい。洗浄製品は、シャンプー、洗顔料、手洗い用液体せっけ
ん等であってもよい。化粧品は、ファンデーション、マスカラ、リップスティック、リッ
プグロス、頬紅、アイシャドウ、マニキュア液等であってもよい。化粧除去品は、化粧ク
レンジング剤等であってもよい。
【実施例】
【０２３０】
　本発明を、実施例によって、より詳細に説明する。しかし、これらの実施例は、本発明
の範囲を限定すると解釈されるべきではない。
【０２３１】
(実施例1～2及び比較例1～4)
　(表1)に示す実施例1～2及び比較例1～4による以下の組成物を、表1に示す成分を混合す
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【０２３２】
(A)実施例1及び2
(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、パルミチン酸エチルヘキシル、及びラウリン酸
PG-5又はオレイン酸PG-5を混合して油相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)水、ステアロイルメチルタウリン酸Na、フェノキシエタノール、クロルフェネシン、
及びブチレングリコールを混合して水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)キサンタンガム、グリセリン及び水を混合してエマルションにした後、混合物を室温
まで冷却する。
【０２３３】
(B)比較例1
(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、及びパルミチン酸エチルヘキシルを混合して油
相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)水、ステアロイルメチルタウリン酸Na、フェノキシエタノール、クロルフェネシン、
ブチレングリコールを混合して水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)キサンタンガム、グリセリン及び水を混合してエマルションにした後、混合物を室温
まで冷却する。
【０２３４】
(C)比較例2
(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、パルミチン酸エチルヘキシル、及びラウリン酸
PG-5を混合して油相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)水、フェノキシエタノール、クロルフェネシン、及びブチレングリコールを混合して
水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)キサンタンガム、グリセリン及び水を混合してエマルションにした後、混合物を室温
まで冷却する。
【０２３５】
(D)比較例3～4
(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、パルミチン酸エチルヘキシル、オレイン酸PG-5
、及びオレイン酸グリセリルを混合して油相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)水及びプロピレングリコールを混合して水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)混合物を室温まで冷却する。
【０２３６】
　表1に示す成分の量についての数値は、すべて活性原料として「質量%」に基づいている
。
【０２３７】
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【表１】

【０２３８】
　実施例1～2及び比較例1～4に従って得られたO/Wエマルションの様相、濁度及びpHを、
表2に示す。
【０２３９】
　様相は、目視観測に基づくものとした。
【０２４０】
　濁度は、ラウンドセル(直径25mm×高さ60mm)及びタングステン電球を備える2100Q(HACH
)を用いた測定に基づくものとした。
【０２４１】
【表２】

【０２４２】
(実施例3～4及び比較例5～6)
　表3に示す実施例3～4及び比較例5～6による以下の組成物を、表3に示す成分を混合する
ことによって次のように調製した:
【０２４３】
(E)実施例3及び4
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(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、パルミチン酸エチルヘキシル、ラウリン酸PG-5
及びPPG-6 decyltetradeceth-30を混合して油相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)水、ステアロイルメチルタウリン酸Na、フェノキシエタノール、ブチレングリコール
及びクエン酸を混合して水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)キサンタンガム、グリセリン及び水を混合してエマルションにした後、混合物を室温
まで冷却する。
【０２４４】
(F)比較例5及び6
(1)2-オレアミド-1,3-オクタンジオール、パルミチン酸又はイソステアリン酸エチルヘキ
シル、及びPEG-60水添ヒマシ油を混合して油相を形成し、
(2)油相を約80℃まで加熱し、
(3)クエン酸又はエタノール(使用した場合)に加えて、水及びブチレングリコールを混合
して水相を形成し、
(4)水相を約80℃まで加熱し、
(5)水相を油相に添加した後、混合してO/Wエマルションを得、
(6)混合物を室温まで冷却する。
【０２４５】
　表3に示す成分の量についての数値は、すべて活性原料として「質量%」に基づいている
。
【０２４６】
【表３】

【０２４７】
　実施例1、3及び4並びに比較例3及び4に従って得られたO/Wエマルションの様相、濁度、
pH及び安定性を、表4に示す。
【０２４８】
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　様相は、エマルションの目視観測に基づくものとした。
【０２４９】
　濁度は、ラウンドセル(直径25mm×高さ60mm)及びタングステン電球を有する2100Q(HACH
)を用いたエマルションの測定に基づくものとした。
【０２５０】
　安定性は、エマルションを4℃、室温(RT:25℃)、及び45℃で1週間維持した後の、エマ
ルションの様相の目視観測に基づくものとした。
【０２５１】
【表４】

【０２５２】
　実施例1～4による組成物は、透明性の様相を有し、一方、比較例5～6による組成物は、
白色又は半透明性の様相を有することが認められる。
【０２５３】
　また、実施例1、3及び4による組成物の方が、比較例5及び6による組成物よりも、特に
室温又はそれを超える温度でも、経時的に安定性であることも認められる。
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